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今
年
も
大
河
信
濃
川
に
鮭
の
稚

魚
が
、保
育
園
児
か
ら
小
学
・
中
学

生
・
漁
業
関
係
者
の
手
に
よ
っ
て

数
百
万
匹
が
放
流
さ
れ
た
と
聞
く
。

三
年
後
に
ど
れ
だ
け
の
遡
上
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
流
域
住
民
と
し
て

水
量
は
も
と
よ
り
、
水
質
が
問
題

と
な
る
。
信
濃
川
上
流
部
千
曲
川

に
お
い
て
、水
質
異
状
事
故（
農
薬

や
油
の
漏
出
）
に
よ
る
浄
水
場
取

水
停
止
が
昨
年
数
回
あ
っ
た
よ
う

だ
。
一
人
一
人
の
環
境
を
守
る
と

い
う
意
識
が
あ
っ
て
こ
そ
素
晴
ら

し
い
自
然
を
活
か
し
、
育
て
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
。

　
子
育
て
は「
い
ち
家
族
」の
責
任

と
片
付
け
な
い
で
地
域
で
あ
た
た

か
く
見
守
り
、
励
ま
し
あ
い
育
て

て
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
親
の

手
を
離
さ
ず
泣
い
て
い
る
園
児
・

重
た
そ
う
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
小
学
一
年
生
。
春
爛
漫
の
光
景

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　（
福
）

三箇小学校PTA会長

樋口　禎弘さん

三箇小学校閉校に思う
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　平成22年3月25日三箇小学校最後
の卒業式が行われ、5人の卒業生が三
箇小学校を巣立っていきました。雨の
振る中、大勢の三箇地域の方がお祝い
と、最後の卒業式を自分の目に焼き付
けようという思いでご参加ください
ました。
　120年間三箇地域を見つめ、地域と
共に歩んできた三箇小学校。平日、小
学校に行けば当然のように聞こえた
子供たちの元気な声や、笑い声。チャ
イムの音は4月からは聞こえません。きっ
と寂しく思えるでしょう。しかし、今
回のことは子供たちのことを考え、地
域で出した結論です。子供たちには一
日でも早く学校に慣れ、津南小学校の
大勢の同級生の中で、じぶんらしさを

発揮して欲しいと思います。
　数年後の三箇地域はどうなってい
るのかわかりません。しかし、学校が閉
校したから地域が衰退した、過疎化が
進んだと自分たちで感じないためにも、
今こそ地域を新たに考える時のよう
な気がします。子供たちから三箇が大
好きと言ってもらえるように、私も微
力ながら行動したいと思っています。
　最後の新潟県リコーダーコンテス
トで金賞を獲得し、全日本リコーダー
コンテストは、念願の金賞には届きま
せんでしたが、銀賞を獲得できました。
　今年一年、子供たちに本当にたくさ
んの感動をもらいました。ありがとう。
　そして今までありがとう
　　　　　　　　　　三箇小学校。

津南原小学校PTA会長

藤  木　 勉さん

　閉校と決まり、何かやるせない気持
ちもあったが、子供たちのこれからの
ことを考えると仕方ないことだと思っ
た。新学期になり、入学式、ＰＴＡ行事
等始まったが行事を滞りなく終わら
せて行くだけだった。子供たちも今ま
でどおり普通に感じられた。どの行事
も「最後の・・・」が付いていたが、実感
はなかった。閉校式典はインフルエン
ザで子供たちがいなくて寂しかった。
卒業式祝辞は最後とか閉校はあえて
言わなかった。言うと自分が泣いてし
まうような気がした。離任式ではほと
んどの子供たちが涙を流し、周りの人
も目頭を熱くしていた。子供たちも先
生方の挨拶で本当に最後の別れの時
を感じ取ったのだろう。
　3月31日津南原小学校最後の日で

ある。長い歴史を閉じる最後の日でも
ある、午後4時過ぎ誰が声を掛けた分
けでもないのに在校生、中学生、高校生、
保護者そして地域の方が集まってき
ました。教職員の皆さんに「長い間あ
りがとうございました」と自然に声を
掛けていました。学校に対しても皆さ
ん本当になんとも言い難く心の中で「あ
りがとう、さようなら・・・」と言ってい
るように思えた。玄関も閉められ皆さ
ん帰る後姿はなんとなく悲しそうで
した。
　学校は地域の方々にとって、子供と
触れ合える唯一の場所であることを
つくづく感じさせられた。
　ありがとう！津南原小たくさんの
　　思い出や歴史を刻んでくれて・・・
　　　さようなら津南原小学校。

三箇小学校

津南原小学校
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今年もプレミアム商品券を助成
　住宅改修補助も町単独事業で実施

交流事業での楽しいひととき

大倉トンネルの貫通式　一日も早い完成が望まれる

「最後の施政方針」を述べる小林町長

　
国
内
総
不
況
の
中
、
国
で
は
地
域
活
性
化
・
雇
用

等
臨
時
特
例
費
9,

8
5
0
億
円
を
創
設
し
ま
し
た
。

又
、
実
質
交
付
税
は
17
・
3
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
予
算
は
農
林
水
産
業
費
及
び
公
債
費
の
減
も
あ

り
本
年
度
一
般
会
計
は
57
億
4,

2
0
0
万
円
（
0
・

49
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
及
び
病
院
事
業
会
計

が
増
と
な
り
53
億
５,

７
０
9
万
円
（
1
・
12
％
増
）、

予
算
総
額
1
1
0
億
9,

9
0
9
万
円
（
対
前
年
比

0
・
28
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
は
健
全
性
を
保
ち
つ
つ
地
域
経
済
の
進
展
・

住
民
負
担
の
軽
減
を
柱
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
施
策
は
、
総
務
部
門
で
は
地
域
公
共
交
通
実
証

運
行
を
全
町
で
実
施
。
ま
た
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
解

消
対
策
事
業
、
消
防
・
防
災
対
策
、
防
火
水
槽
設
置
、

移
動
用
無
線
機
を
整
備
し
ま
す
。

　
環
境
衛
生
関
係
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

　
福
祉
保
健
関
係
で
は
、
感
染
症
予
防
対
策
は
も
と

よ
り
、
「
食
育
」
と
「
運
動
・
体
力
づ
く
り
」
事
業

や
活
動
を
支
援
し
、
町
民
の
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
で
は
中
学
校
卒
業
ま

で
医
療
費
助
成
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。
又
、
子
ど
も
手
当
が
中
学
校
終
了
ま
で
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
１
人
月
額
1
3,

0
0
0
円
が
支
給

さ
れ
、
本
年
度
は
児
童
手
当
と
の
併
給
と
な
り
ま
す
。

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
の
確
保
に
努
め
特
別

支
援
対
策
を
よ
り
充
実
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
関
係
で
は
、
認
知
症
予
防
対
策
等
の
支

援
を
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
で
は
、
大
き
な
決
断

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
措
置
に
よ
り
保
険

料
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
農
林
関
係
で
は
、
転
作
面
積
の
達
成
と
魚
沼
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
品
質
向
上
と
販
売
努
力
が
重
要
で
す
。
又
、

畑
作
物
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
見
合
っ
た
価

格
と
な
る
よ
う
、
津
南
町
農
林
産
物
販
売
会
議
を
設

立
し
、
津
南
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。
津

南
町
森
林
組
合
の
新
食
品
工
場
で
の
地
場
産
調
達
率

の
向
上
に
よ
り
、
新
た
な
雇
用
拡
大
と
経
済
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
津
南
町
農
業
公
社
に
お
い
て
は
、

野
菜
栽
培
の
実
験
事
業
と
輪
作
体
系
の
取
り
組
み
を

核
と
な
り
進
め
ま
す
。
畜
産
で
は
、
豚
肉
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
牛
乳
の
販
売
戦
略
、
飼
料
の
自
給
率
向
上
の

意
味
合
い
か
ら
も
飼
料
用
米
栽
培
も
検
討
し
ま
す
。

又
、
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
の
直
販
や
農
産
加
工
、

地
産
地
消
の
推
進
や
郷
土
料
理
集
（
全
戸
配
布
予
定
）

を
高
く
評
価
し
今
後
も
活
発
な
取
り
組
み
に
期
待
し

ま
す
。
農
地
関
係
で
は
、
事
業
費
確
保
に
努
め
農
業

委
員
会
で
は
農
地
の
流
動
化
対
策
に
力
を
入
れ
、
取

り
組
み
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
森
林

整
備
で
は「
豊
か
で
美
し
い
森
林
整
備
事
業
」の

継
続
と
「
き
の
こ
王
国
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

施
設
整
備
の
実
施
、
有
利
販
売
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　
移
住
・
定
住
交
流
事
業
で
は
、
昨
年
の
中
学

生
を
中
心
と
し
た
受
入
れ
実
績
は
７
校
６
回
述

べ
5
3
7
名
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
貴

重
な
体
験
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
又
、
団
塊
世
代
な
ど
の
移
住

受
入
れ
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
、
移

住
体
験
の
受
け
入
れ
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
関
係
で
は
、
つ
な
ぎ
資
金
の
手
当
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
等
に
対
応
し
ま
す
。
信
用

保
証
料
の
補
助
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

商
業
関
係
で
は
、
本
年
も
引
き
続
き
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
助
成
を
図
り
、
地
元
商
店
の
支
援

を
し
ま
す
。

　
観
光
で
は
、
第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
で
大
き

な
経
済
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
も
広
域
圏

で
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
参
加
し

誘
客
を
図
り
ま
す
。
又
、
広
大
な
自
然
環
境
を

強
く
Ｐ
Ｒ
し
、
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
、

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
、
秋
山
郷
等
の
観
光

施
設
へ
の
誘
客
ア
ッ
プ
を
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
進
め
ま
す
。

　
建
設
関
係
で
は
、
念
願
の
大
倉
ト
ン
ネ
ル
が

貫
通
し
ま
し
た
。
23
年
度
の
完
成
を
目
指
し
大

幅
な
予
算
確
保
に
努
力
い
た
し
ま
す
。
国
道

4
0
5
号
線
ほ
か
雪
崩
危
険
箇
所
対
策
を
継
続

し
、
各
地
道
路
拡
幅
改
良
工
事
の
継
続
と
大
割

野
地
内
の
歩
道
整
備
の
早
期
事
業
採
択
を
要
望

し
ま
す
。
河
川
・
砂
防
関
係
で
は
、
大
門
川
砂

防
堰
堤
工
事
の
継
続
、
釜
掘
川
貝
坂
地
内
橋
梁

架
替
え
工
事
の
着
手
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
又
、

芦
ケ
崎
地
内
石
黒
川
の
砂
防
堰
堤
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
そ
の
他
、
急
傾
斜
地
の
崩
落
防
止
対

策
事
業
、
治
山
事
業
の
継
続
、
町
道
関
係
で
は

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
に
よ
り
、
前
年
度
を

上
回
る
建
設
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。
防
雪
体

制
整
備
で
は
、
克
雪
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

で
住
宅
の
克
雪
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町

営
住
宅
は
美
雪
町
烏
帽
子
住
宅
建
て
替
え
、
住

宅
改
修
補
助
事
業
は
、
町
単
事
業
で
実
施
し
ま

す
。
　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
三
箇
小
、
津
南
原

小
の
津
南
小
へ
の
統
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
教
師
、
町
任
用
講
師
を
異
動
す
る

こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら
に
増
員
し
不
登
校

児
童
・
生
徒
へ
対
応
し
ま
す
。
生
涯
学
習
関
係

で
は
文
化
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用

さ
れ
、
長
生
学
園
な
ど
の
活
動
の
輪
が
よ
り
広

が
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
。
ま
た
、
本
年
度
か

ら
５
月
３
日
に
成
人
式
を
実
施
し
ま
す
。
文
化

財
、
古
民
家
移
築
検
討
に
調
査
費
を
計
上
し
ま

す
。
　
病
院
事
業
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
管
理
、
救

急
疾
患
の
予
防
、
終
末
期
医
療
に
配
慮
し
、
利

用
し
や
す
い
病
院
づ
く
り
を
進
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
町
民
の
健
康
を
高
め
る
た
め
に
疫
学
調

査
を
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
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り
53
億
５,

７
０
9
万
円
（
1
・
12
％
増
）、

予
算
総
額
1
1
0
億
9,

9
0
9
万
円
（
対
前
年
比

0
・
28
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
は
健
全
性
を
保
ち
つ
つ
地
域
経
済
の
進
展
・

住
民
負
担
の
軽
減
を
柱
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
施
策
は
、
総
務
部
門
で
は
地
域
公
共
交
通
実
証

運
行
を
全
町
で
実
施
。
ま
た
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
解

消
対
策
事
業
、
消
防
・
防
災
対
策
、
防
火
水
槽
設
置
、

移
動
用
無
線
機
を
整
備
し
ま
す
。

　
環
境
衛
生
関
係
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の

啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

　
福
祉
保
健
関
係
で
は
、
感
染
症
予
防
対
策
は
も
と

よ
り
、
「
食
育
」
と
「
運
動
・
体
力
づ
く
り
」
事
業

や
活
動
を
支
援
し
、
町
民
の
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
で
は
中
学
校
卒
業
ま

で
医
療
費
助
成
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。
又
、
子
ど
も
手
当
が
中
学
校
終
了
ま
で
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
１
人
月
額
1
3,

0
0
0
円
が
支
給

さ
れ
、
本
年
度
は
児
童
手
当
と
の
併
給
と
な
り
ま
す
。

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
の
確
保
に
努
め
特
別

支
援
対
策
を
よ
り
充
実
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
関
係
で
は
、
認
知
症
予
防
対
策
等
の
支

援
を
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
で
は
、
大
き
な
決
断

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
措
置
に
よ
り
保
険

料
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
農
林
関
係
で
は
、
転
作
面
積
の
達
成
と
魚
沼
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
品
質
向
上
と
販
売
努
力
が
重
要
で
す
。
又
、

畑
作
物
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
見
合
っ
た
価

格
と
な
る
よ
う
、
津
南
町
農
林
産
物
販
売
会
議
を
設

立
し
、
津
南
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。
津

南
町
森
林
組
合
の
新
食
品
工
場
で
の
地
場
産
調
達
率

の
向
上
に
よ
り
、
新
た
な
雇
用
拡
大
と
経
済
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
津
南
町
農
業
公
社
に
お
い
て
は
、

野
菜
栽
培
の
実
験
事
業
と
輪
作
体
系
の
取
り
組
み
を

核
と
な
り
進
め
ま
す
。
畜
産
で
は
、
豚
肉
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
牛
乳
の
販
売
戦
略
、
飼
料
の
自
給
率
向
上
の

意
味
合
い
か
ら
も
飼
料
用
米
栽
培
も
検
討
し
ま
す
。

又
、
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
の
直
販
や
農
産
加
工
、

地
産
地
消
の
推
進
や
郷
土
料
理
集
（
全
戸
配
布
予
定
）

を
高
く
評
価
し
今
後
も
活
発
な
取
り
組
み
に
期
待
し

ま
す
。
農
地
関
係
で
は
、
事
業
費
確
保
に
努
め
農
業

委
員
会
で
は
農
地
の
流
動
化
対
策
に
力
を
入
れ
、
取

り
組
み
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
森
林

整
備
で
は「
豊
か
で
美
し
い
森
林
整
備
事
業
」の

継
続
と
「
き
の
こ
王
国
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、

施
設
整
備
の
実
施
、
有
利
販
売
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　
移
住
・
定
住
交
流
事
業
で
は
、
昨
年
の
中
学

生
を
中
心
と
し
た
受
入
れ
実
績
は
７
校
６
回
述

べ
5
3
7
名
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
貴

重
な
体
験
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
又
、
団
塊
世
代
な
ど
の
移
住

受
入
れ
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
、
移

住
体
験
の
受
け
入
れ
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
関
係
で
は
、
つ
な
ぎ
資
金
の
手
当
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
等
に
対
応
し
ま
す
。
信
用

保
証
料
の
補
助
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
し
ま
す
。

商
業
関
係
で
は
、
本
年
も
引
き
続
き
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
助
成
を
図
り
、
地
元
商
店
の
支
援

を
し
ま
す
。

　
観
光
で
は
、
第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
で
大
き

な
経
済
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
も
広
域
圏

で
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
参
加
し

誘
客
を
図
り
ま
す
。
又
、
広
大
な
自
然
環
境
を

強
く
Ｐ
Ｒ
し
、
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
、

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
、
秋
山
郷
等
の
観
光

施
設
へ
の
誘
客
ア
ッ
プ
を
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
進
め
ま
す
。

　
建
設
関
係
で
は
、
念
願
の
大
倉
ト
ン
ネ
ル
が

貫
通
し
ま
し
た
。
23
年
度
の
完
成
を
目
指
し
大

幅
な
予
算
確
保
に
努
力
い
た
し
ま
す
。
国
道

4
0
5
号
線
ほ
か
雪
崩
危
険
箇
所
対
策
を
継
続

し
、
各
地
道
路
拡
幅
改
良
工
事
の
継
続
と
大
割

野
地
内
の
歩
道
整
備
の
早
期
事
業
採
択
を
要
望

し
ま
す
。
河
川
・
砂
防
関
係
で
は
、
大
門
川
砂

防
堰
堤
工
事
の
継
続
、
釜
掘
川
貝
坂
地
内
橋
梁

架
替
え
工
事
の
着
手
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
又
、

芦
ケ
崎
地
内
石
黒
川
の
砂
防
堰
堤
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
そ
の
他
、
急
傾
斜
地
の
崩
落
防
止
対

策
事
業
、
治
山
事
業
の
継
続
、
町
道
関
係
で
は

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
に
よ
り
、
前
年
度
を

上
回
る
建
設
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。
防
雪
体

制
整
備
で
は
、
克
雪
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

で
住
宅
の
克
雪
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町

営
住
宅
は
美
雪
町
烏
帽
子
住
宅
建
て
替
え
、
住

宅
改
修
補
助
事
業
は
、
町
単
事
業
で
実
施
し
ま

す
。
　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
三
箇
小
、
津
南
原

小
の
津
南
小
へ
の
統
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
教
師
、
町
任
用
講
師
を
異
動
す
る

こ
と
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら
に
増
員
し
不
登
校

児
童
・
生
徒
へ
対
応
し
ま
す
。
生
涯
学
習
関
係

で
は
文
化
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用

さ
れ
、
長
生
学
園
な
ど
の
活
動
の
輪
が
よ
り
広

が
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
。
ま
た
、
本
年
度
か

ら
５
月
３
日
に
成
人
式
を
実
施
し
ま
す
。
文
化

財
、
古
民
家
移
築
検
討
に
調
査
費
を
計
上
し
ま

す
。
　
病
院
事
業
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
管
理
、
救

急
疾
患
の
予
防
、
終
末
期
医
療
に
配
慮
し
、
利

用
し
や
す
い
病
院
づ
く
り
を
進
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
町
民
の
健
康
を
高
め
る
た
め
に
疫
学
調

査
を
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
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津
南
物
産
館
で
の
農
産
物
直
売
所
整
備
や
ユ

リ
切
花
施
設
の
整
備
な
ど
に
。

　
事
業
費
5,

3
4
7
万
円

　
ひ
ま
わ
り
広
場
駐
車
場
に
砂
利
砕
石
を
敷
き
、

雨
天
時
な
ど
の
駐
車
場
確
保
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
事
業
費
2
8
5
万
円

　
和
津
久
利
線
1
0
0
m
延
長
。
他
6
路
線
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
費
8,

4
0
0
万
円

　
合
併
浄
化
槽
設
置
時
に
9
割
の
補
助
金
が
助

成
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
６
基
分
。

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
住
宅
の
改
修
や
下
水
道
つ

な
ぎ
込
み
整
備
な
ど
に
１
件
に
つ
き
上
限
10
万

円
の
補
助
金
が
引
き
続
き
出
ま
す
。
1
0
0
件

分
の
予
定
。

　
事
業
費
1,

0
0
0
万
円

　
昨
年
に
続
き
老
朽
化
し
た
美
雪
町
の
町
営
住

宅
の
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
4
戸
建

て
1
棟
。

　
事
業
費
9,

3
6
5
万
円

　
地
域
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
冬
期
保
安
要

員
の
集
落
が
新
た
に
2
集
落
増
え
6
集
落
と
な

り
ま
す
。

　
事
業
費
3
7
9
万
円

　
成
人
式
が
今
年
よ
り
5
月
3
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
消
耗
品
な
ど
。

　
事
業
費
1
6
7
万
円
 

　
昨
年
よ
り
津
南
原
線
で
運
行
テ
ス
ト
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
よ
り
新
た
に
日
出
山
線
、

大
赤
沢
線
、
大
谷
内
線
が
始
ま
り
4
路
線
と
な

り
ま
す
。

　
事
業
費
　
1,

6
3
7
万
円

　
中
学
生
ま
で
子
ど
も
1
人
に
月
額
1
3,

0
0
0

円
が
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
6
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
事
業
費
1
億
4,

2
8
7
万
円
（
4
月
か
ら

　
23
年
1
月
分
ま
で
）

　
ふ
る
さ
と
雇
用
、
緊
急
雇
用
、
重
点
分
野
雇

用
の
各
事
業
が
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
16
名

の
短
期
雇
用
（
1
年
以
内
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

森
林
組
合
、
津
南
醸
造
、
遺
跡
整
理
、
林
道
整

備
な
ど
。

　
事
業
費
2,

7
7
2
万
円

　
病
院
運
営
費
、
医
師
手
当
な
ど
の
補
助
金
と

な
り
ま
す
。

　
事
業
費
2
億
1
7
0
万
円

　
今
ま
で
は
小
学
校
6
年
生
ま
で
が
対
象
で
し

た
が
中
学
卒
業
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
助
成
と

な
り
ま
す
。

　
事
業
費
1,

7
0
0
万
円
（
1
2
0
名
ほ
ど
）

S
p
e
c
ia
l a
c
c
o
u
n
t

S
p
e
c
ia
l a
c
c
o
u
n
t
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成
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平
成
２２
年
3
月
定
例
会
が
3
月
2
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
の
施
政
方
針
、
条
例
改
正
、
２１
年
度
の
補
正

予
算
、
２２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初
予
算
を
審
議
し
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
２２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
よ
り
2,

8
0
0
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
昨
年
と
同
様
景
気
低
迷
に
よ
り
、
町
税
が

2,

9
3
6
万
円
、国
庫
支
出

金
が
1
億
1,

4
1
2
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
が
、地
方
交

付
税
8,

0
0
0
万
円
の
増
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
森
林
組
合

の
野
菜
等
処
理
加
工
場
が
完
成

と
な
り
農
林
水
産
業
費
1
億

9,

6
8
4
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

（
前
年
５７
億
7,
0
0
0
万
円
）

（
前
年
比
5,
9
3
4
万
円
の
増
）

一

会
般

計

特

会
別

計

22
年
度
の
主
な
事
業

22
年
度
の
主
な
事
業

山間地の大雪は生活を脅かす

子供たちの笑顔は津南の宝物

津
南
を
背
負
う
若
者
の
成
人
式
が

5
月
3
日
に

特別会計

国 民 健 康 10億8,307万円

77万円 73万円

1億1,933万円 1億2,312万円

12億5,855万円

2億1,621万円

3億7,921万円

2億8,424万円

20億1,571万円

老 人 保 健

後 期 高 齢

介 護 保 険

簡 易 水 道

下水道事業

農 集 排 水

病 院 事 業

合　計 53億5,709万円 52億9,775万円

予　算　額

10億3,356万円

12億5,409万円

1億2,037万円

4億8,939万円

2億9,100万円

19億8,549万円

前　　　年

57
億
4,
2
0
0
万
円

57
億
4,
2
0
0
万
円

57
億
4,
2
0
0
万
円

53
億
5,
7
0
9
万
円

53
億
5,
7
0
9
万
円

53
億
5,
7
0
9
万
円

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

子
ど
も
手
当
支
給
は
じ
ま
る

昨
年
に
続
い
て

緊
急
雇
用
対
策
の
導
入

中
学
生
ま
で
入
院
通
院
と
も

医
療
費
無
料

津
南
病
院
補
助
金

本
格
実
証
運
行
運
転
は
じ
ま
る

中
越
復
興
基
金
で
の
事
業

観
光
施
設
整
備

町
道
改
良
舗
装
工
事
等

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金

住
宅
改
修
補
助
金

公
民
館
費

町
営
住
宅
1
棟
建
設

冬
期
集
落
保
安
要
員
報
酬

G
e
n
e
ra
la
c
c
o
u
n
t

G
e
n
e
ra
l a
c
c
o
u
n
t
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津
南
物
産
館
で
の
農
産
物
直
売
所
整
備
や
ユ

リ
切
花
施
設
の
整
備
な
ど
に
。

　
事
業
費
5,

3
4
7
万
円

　
ひ
ま
わ
り
広
場
駐
車
場
に
砂
利
砕
石
を
敷
き
、

雨
天
時
な
ど
の
駐
車
場
確
保
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
事
業
費
2
8
5
万
円

　
和
津
久
利
線
1
0
0
m
延
長
。
他
6
路
線
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
費
8,

4
0
0
万
円

　
合
併
浄
化
槽
設
置
時
に
9
割
の
補
助
金
が
助

成
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
６
基
分
。

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
住
宅
の
改
修
や
下
水
道
つ

な
ぎ
込
み
整
備
な
ど
に
１
件
に
つ
き
上
限
10
万

円
の
補
助
金
が
引
き
続
き
出
ま
す
。
1
0
0
件

分
の
予
定
。

　
事
業
費
1,

0
0
0
万
円

　
昨
年
に
続
き
老
朽
化
し
た
美
雪
町
の
町
営
住

宅
の
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
4
戸
建

て
1
棟
。

　
事
業
費
9,

3
6
5
万
円

　
地
域
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
冬
期
保
安
要

員
の
集
落
が
新
た
に
2
集
落
増
え
6
集
落
と
な

り
ま
す
。

　
事
業
費
3
7
9
万
円

　
成
人
式
が
今
年
よ
り
5
月
3
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
消
耗
品
な
ど
。

　
事
業
費
1
6
7
万
円
 

　
昨
年
よ
り
津
南
原
線
で
運
行
テ
ス
ト
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
よ
り
新
た
に
日
出
山
線
、

大
赤
沢
線
、
大
谷
内
線
が
始
ま
り
4
路
線
と
な

り
ま
す
。

　
事
業
費
　
1,

6
3
7
万
円

　
中
学
生
ま
で
子
ど
も
1
人
に
月
額
1
3,

0
0
0

円
が
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
6
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
事
業
費
1
億
4,

2
8
7
万
円
（
4
月
か
ら

　
23
年
1
月
分
ま
で
）

　
ふ
る
さ
と
雇
用
、
緊
急
雇
用
、
重
点
分
野
雇

用
の
各
事
業
が
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
16
名

の
短
期
雇
用
（
1
年
以
内
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

森
林
組
合
、
津
南
醸
造
、
遺
跡
整
理
、
林
道
整

備
な
ど
。

　
事
業
費
2,

7
7
2
万
円

　
病
院
運
営
費
、
医
師
手
当
な
ど
の
補
助
金
と

な
り
ま
す
。

　
事
業
費
2
億
1
7
0
万
円

　
今
ま
で
は
小
学
校
6
年
生
ま
で
が
対
象
で
し

た
が
中
学
卒
業
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
助
成
と

な
り
ま
す
。

　
事
業
費
1,

7
0
0
万
円
（
1
2
0
名
ほ
ど
）

S
p
e
c
ia
l a
c
c
o
u
n
t

S
p
e
c
ia
l a
c
c
o
u
n
t

平
成
22

 
　
平
成
２２
年
3
月
定
例
会
が
3
月
2
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
の
施
政
方
針
、
条
例
改
正
、
２１
年
度
の
補
正

予
算
、
２２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初
予
算
を
審
議
し
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
２２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
よ
り
2,

8
0
0
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
昨
年
と
同
様
景
気
低
迷
に
よ
り
、
町
税
が

2,

9
3
6
万
円
、国
庫
支
出

金
が
1
億
1,

4
1
2
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
が
、地
方
交

付
税
8,

0
0
0
万
円
の
増
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
森
林
組
合

の
野
菜
等
処
理
加
工
場
が
完
成

と
な
り
農
林
水
産
業
費
1
億

9,

6
8
4
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

（
前
年
５７
億
7,
0
0
0
万
円
）

（
前
年
比
5,
9
3
4
万
円
の
増
）

一

会
般

計

特

会
別

計

22
年
度
の
主
な
事
業

22
年
度
の
主
な
事
業

山間地の大雪は生活を脅かす

子供たちの笑顔は津南の宝物

津
南
を
背
負
う
若
者
の
成
人
式
が

5
月
3
日
に

特別会計

国 民 健 康 10億8,307万円

77万円 73万円

1億1,933万円 1億2,312万円

12億5,855万円

2億1,621万円

3億7,921万円

2億8,424万円

20億1,571万円

老 人 保 健

後 期 高 齢

介 護 保 険

簡 易 水 道

下水道事業

農 集 排 水

病 院 事 業

合　計 53億5,709万円 52億9,775万円

予　算　額

10億3,356万円

12億5,409万円

1億2,037万円

4億8,939万円

2億9,100万円

19億8,549万円

前　　　年

57
億
4,
2
0
0
万
円

57
億
4,
2
0
0
万
円

57
億
4,
2
0
0
万
円

53
億
5,
7
0
9
万
円

53
億
5,
7
0
9
万
円

53
億
5,
7
0
9
万
円

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

子
ど
も
手
当
支
給
は
じ
ま
る

昨
年
に
続
い
て

緊
急
雇
用
対
策
の
導
入

中
学
生
ま
で
入
院
通
院
と
も

医
療
費
無
料

津
南
病
院
補
助
金

本
格
実
証
運
行
運
転
は
じ
ま
る

中
越
復
興
基
金
で
の
事
業

観
光
施
設
整
備

町
道
改
良
舗
装
工
事
等

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金

住
宅
改
修
補
助
金

公
民
館
費

町
営
住
宅
1
棟
建
設

冬
期
集
落
保
安
要
員
報
酬

G
e
n
e
ra
la
c
c
o
u
n
t

G
e
n
e
ra
l a
c
c
o
u
n
t

45

津南町議会だより

2010.4.20
特別会計

津南町議会だより

2010.4.20
一般会計



　　　
　
財
政
の
厳
し
い
中
で
の
新
年

　
　
度
予
算
で
あ
る
が
、
町
税
の

滞
納
と
収
納
状
況
は
い
か
が
か
。

　
　
過
年
度
分
の
滞
納
も
相
当
あ

　
　
り
収
納
が
進
ん
で
い
な
い
。

町
内
に
お
い
て
の
保
険
料
と
か
下

水
道
費
と
か
滞
納
者
の
情
報
の
共

有
化
を
図
る
。
21
年
よ
り
県
と
市

町
村
に
よ
る
徴
収
機
構
に
参
加
し
、

県
と
町
職
員
に
よ
り
滞
納
の
圧
縮

と
徴
収
技
術
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
収
納
に
努
め
た
い
。

　
　
竜
ヶ
窪
温
泉
の
ポ
ン
プ
入
れ

　
　
替
え
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
温
泉
の
汲
み
上
げ
湯
量
が
当

　
　
初
の
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
か
ら

50
リ
ッ
ト
ル
に
減
っ
て
い
る
。
７
・

５
Ｋ
Ｗ
の
ポ
ン
プ
と
水
中
ケ
ー
ブ

ル
の
入
れ
替
え
で
１
千
万
円
の
経

費
で
あ
る
。

　
　
町
職
員
の
雇
用
が
個
人
委
託

　
　
か
ら
臨
時
職
員
採
用
と
な
っ

た
が
、
人
数
と
契
約
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
総
計
人
数
の
把
握
は
で
き
て

　
　
い
な
い
が
、
１
０
０
人
を
少

し
超
え
る
も
の
と
思
う
。
役
場
事

務
臨
時
職
員
だ
と
５
ヶ
月
雇
用
し

て
次
の
１
ヶ
月
は
17
日
を
日
々
雇

用
と
し
、次
に
５
ヶ
月
雇
用
し
、１
ヶ

月
完
全
に
雇
用
な
し
と
い
う
こ
と

で
次
年
度
再
雇
用
す
る
と
い
う
仕

組
み
で
あ
る
。
学
校
で
働
く
調
理

員
と
か
用
務
員
に
つ
い
て
は
夏
休

み
が
あ
り
、
こ
の
期
間
雇
用
継
続

な
し
と
な
る
。保
育
園
に
つ
い
て
は
、

休
み
が
無
い
の
で
１
ヶ
月
間
17
日
、

日
々
雇
用
と
い
う
形
を
と
る
。

　
　
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
等
施
設
維

　
　
持
管
理
委
託
料
の
４
０
０
万

円
の
中
身
と
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
の

修
繕
と
は
何
か
。

　
　
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
等
管
理
委

　
　
託
料
と
し
て
当
初
１
６
０
万

円
の
見
積
も
り
で
２
年
行
っ
た
が
、

周
辺
の
刈
り
払
い
、
コ
ー
ス
付
け

等
再
見
積
も
り
を
し
た
結
果
４
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
修
繕
に
つ
い

て
は
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
よ
り
雪
解

け
水
が
田
ん
ぼ
に
入
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
Ｕ
字
溝
を
設
置
す
る
。

　　
　
物
産
館
に
農
産
物
直
売
所
が

　
　
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
大
き
さ
と
か
ど
の
様
な
建
物

で
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

　
　
地
域
特
産
化
交
流
支
援
事
業

　
　
の
補
助
金
で
建
設
す
る
。「
百

姓
万
歳
の
会
」と
い
う
事
業
主
体
が

行
う
。物
産
館
の
敷
地
内
に
別
棟
で

建
設
。木
造
平
屋
建
て
、間
口
7.3
m
、

長
さ
20
m
で
１
４
５
平
方
メ
ー
ト

ル
。３
分
の
１
が
作
業
場
、３
分
の

２
を
直
売
所
と
し
て
利
用
す
る
。管

理
は
同
会
と
フ
ジ
ミ
ヤ
も
入
っ
た

形
で
共
同
管
理
と
な
る
。

　
　
子
供
手
当
に
つ
い
て
本
年
１

　
　
億
4,

2
8
7
万
円
。
児
童

手
当
と
併
せ
て
支
給
と
い
う
こ
と

で
1
億
5,

0
0
0
万
円
の
支
援

が
実
施
さ
れ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て

ど
う
思
わ
れ
る
か
。

　
　
子
供
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ

　
　
と
と
な
っ
た
。
子
育
て
支
援

は
今
後
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
し

か
し
、
各
市
町
村
に
一
括
任
せ
て

市
町
村
の
裁
量
で
子
育
て
支
援
を

す
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

豪
雪
地
帯
に
あ
っ
て
は
子
供
た
ち

が
よ
り
元
気
で
保
育
園
に
通
え
る

よ
う
に
と
か
、
児
童
の
対
応
な
り
、

市
町
村
に
あ
る
部
分
委
託
す
る
の

が
い
い
の
で
は
と
考
え
る
。

3月16日、予算案に対し自由質疑を行いました。
その一部を掲載します。

　
　
非
正
規
雇
用
の
拡
大
を
見
直

す
こ
と
が
、
未
来
あ
る
若
者
に
と
っ

て
重
要
だ
。
役
場
内
で
も
低
賃
金

で
働
く
臨
時
職
員
が
増
え
て
い
る

が
、
生
活
で
き
る
賃
金
に
引
き
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

町
長
　
22
年
度
は
臨
時
職
員
（
保

育
士
、調
理
員
、用
務
員
、看
護
師
）

の
賃
金
単
価
を
引
き
上
げ
た
。
生

活
保
護
基
準
よ
り
低
い
と
い
う
が
、

地
域
の
実
態
を
考
慮
し
て
い
る
。

　
　
除
雪
路
線
の
拡
大
で
冬
期
間

の
営
農
活
動
も
活
発
に
し
、
克
雪

も
国
道
４
０
５
号
は
も
と
よ
り
所

平
地
内
、
芦
ケ
崎
地
区
の
雪
崩
防

止
対
策
は
大
き
な
安
心
、
安
全
を

も
た
ら
し
高
く
評
価
す
る
が
、
今

後
ど
う
あ
る
べ
き
か
伺
う
。

町
長
　
先
進
地
視
察
や
研
修
を
通

じ
、
野
菜
農
家
、
花
卉
農
家
も
力

を
つ
け
て
き
た
。
今
後
も
こ
の
広

大
な
畑
が
活
用
さ
れ
、
国
道
４
０

５
号
の
更
な
る
克
雪
対
策
を
望
む
。

　
　
農
地
開
発
20
年
間
に
5
7
8

億
円
の
投
資
を
し
、
一
般
会
計
20

年
間
の
投
資
額
は
2
3
3
億
円
、

農
業
販
売
額
は
20
年
間
、
45
〜
50

億
円
と
横
ば
い
だ
が
農
商
工
連
携

の
具
体
策
は
。

町
長
　
ブ
ラ
ン
ド
化
の
有
利
販
売

で
販
売
額
を
伸
ば
す
。
津
南
町
農

林
産
物
販
売
会
議
を
設
立
し
情
報

共
有
化
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
病
院
運
営
費
に
1.5
億
円
で
あ

る
が
、
20
年
間
で
の
補
助
金
は
36

億
円
、
津
南
病
院
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
安
易
に
金
を
出
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
、
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
い
る
。

便利に使おう乗り合いタクシー

放課後の子供支援事業「この指とーまれ！」

住民の安心のより処、町立津南病院

これで3階まで楽に上がれます（文化センター）

　
　
安
心
・
安
全
の
た
め
津
南
病

院
の
役
割
は
大
き
い
。
石
川
院
長

が
努
力
し
て
い
る
予
防
医
療
、
疫

学
調
査
は
高
く
評
価
で
き
る
。
今

後
と
も
力
を
入
れ
医
療
圏
を
広
め

よ
う
と
し
た
時
に
現
大
学
と
の
連

携
は
更
に
広
ま
る
か
伺
う
。

町
長
　
疫
学
調
査
を
開
始
し
19
年

８
月
内
科
常
勤
医
師
１
名
、
４
月

か
ら
１
名
、
非
常
勤
医
師
の
継
続

が
確
定
。
慈
恵
医
大
と
連
携
し
臨

床
研
修
も
６
月
、
10
月
と
実
施
。

地
域
医
療
の
面
か
ら
本
町
に
学
生

を
受
入
れ
て
今
後
福
祉
、
医
療
、

保
健
の
一
元
化
と
町
は
大
学
と
連

携
強
化
を
図
る
。 高

橋
孝
男 

議
員

問町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

滝
沢
茂
光 

議
員

問

　
　
町
内
２
社
の
酒
蔵
が
あ
り
、

津
南
産
万
石
が
不
足
し
て
い
る
。

津
南
醸
造
設
立
当
初
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
五
百
万
石
の
作
付
け
を
推

進
す
る
農
業
政
策
を
図
れ
な
い
か
。

町
長
　
今
日
の
時
代
背
景
も
あ
っ

て
、
魚
沼
米
も
低
迷
し
、
主
要
米

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
格
差
も
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
を
中

心
と
し
て
検
討
さ
れ
る
課
題
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
支
援
し
て
行
か

な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

町
長

根
津
勝
幸 

議
員

問　
　
町
の
公
共
交
通
体
制
は
複
雑

で
経
費
も
多
大
で
、
住
民
は
利
用

し
に
く
い
。
解
決
方
法
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
21
年
度
の
収
支
見
込

と
22
年
の
収
支
見
込
は
５
２
０
万

ほ
ど
改
善
さ
れ
る
。
運
行
本
数
も

格
段
に
増
え
、
運
賃
収
入
も
増
え

る
見
込
で
あ
る
。
定
期
バ
ス
の
運

行
に
は
路
線
に
よ
っ
て
デ
マ
ン
ド

型
を
取
り
入
れ
効
率
を
計
る
。
実

証
運
行
は
あ
と
２
年
続
け
る
。

大
平
謙
一 

議
員

問

問

問問

藤
木
正
喜 

議
員

施政方針・
　予算を問う
施政方針・
　予算を問う
施政方針・
　予算を問う

総
務
課
長

藤
ノ
木
浩
子 

議
員

生
活
で
き
る
賃
金
に

引
き
上
げ
る
べ
き

津
南
病
院
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

五
百
万
石
の
作
付
け
推
進
を

図
る
農
業
政
策
は
　

町
の
公
共
交
通
体
制
の

経
費
節
減
で
き
な
い
か

農
業
と
克
雪
の
今
後
の

方
向
性
を
ど
う
望
む
か

6
次
産
業
活
性
化
で

津
南
ブ
ラ
ン
ド
を

議
自

雇
用
形
態
が

変
わ
っ
た
が

町
税
の
滞
納
と

収
納
状
況
は

観
光
費
の

施
設
整
備
工
事
と
は

ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス

委
託
料
に
つ
い
て

農
産
物
直
売
所

建
設
の
内
容
は

子
供
手
当
に
つ
い
て

問答
弁

問問 答
弁

答
弁

問答
弁問答

弁

問答
弁
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財
政
の
厳
し
い
中
で
の
新
年

　
　
度
予
算
で
あ
る
が
、
町
税
の

滞
納
と
収
納
状
況
は
い
か
が
か
。

　
　
過
年
度
分
の
滞
納
も
相
当
あ

　
　
り
収
納
が
進
ん
で
い
な
い
。

町
内
に
お
い
て
の
保
険
料
と
か
下

水
道
費
と
か
滞
納
者
の
情
報
の
共

有
化
を
図
る
。
21
年
よ
り
県
と
市

町
村
に
よ
る
徴
収
機
構
に
参
加
し
、

県
と
町
職
員
に
よ
り
滞
納
の
圧
縮

と
徴
収
技
術
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
収
納
に
努
め
た
い
。

　
　
竜
ヶ
窪
温
泉
の
ポ
ン
プ
入
れ

　
　
替
え
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
温
泉
の
汲
み
上
げ
湯
量
が
当

　
　
初
の
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
か
ら

50
リ
ッ
ト
ル
に
減
っ
て
い
る
。
７
・

５
Ｋ
Ｗ
の
ポ
ン
プ
と
水
中
ケ
ー
ブ

ル
の
入
れ
替
え
で
１
千
万
円
の
経

費
で
あ
る
。

　
　
町
職
員
の
雇
用
が
個
人
委
託

　
　
か
ら
臨
時
職
員
採
用
と
な
っ

た
が
、
人
数
と
契
約
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
総
計
人
数
の
把
握
は
で
き
て

　
　
い
な
い
が
、
１
０
０
人
を
少

し
超
え
る
も
の
と
思
う
。
役
場
事

務
臨
時
職
員
だ
と
５
ヶ
月
雇
用
し

て
次
の
１
ヶ
月
は
17
日
を
日
々
雇

用
と
し
、次
に
５
ヶ
月
雇
用
し
、１
ヶ

月
完
全
に
雇
用
な
し
と
い
う
こ
と

で
次
年
度
再
雇
用
す
る
と
い
う
仕

組
み
で
あ
る
。
学
校
で
働
く
調
理

員
と
か
用
務
員
に
つ
い
て
は
夏
休

み
が
あ
り
、
こ
の
期
間
雇
用
継
続

な
し
と
な
る
。保
育
園
に
つ
い
て
は
、

休
み
が
無
い
の
で
１
ヶ
月
間
17
日
、

日
々
雇
用
と
い
う
形
を
と
る
。

　
　
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
等
施
設
維

　
　
持
管
理
委
託
料
の
４
０
０
万

円
の
中
身
と
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
の

修
繕
と
は
何
か
。

　
　
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
等
管
理
委

　
　
託
料
と
し
て
当
初
１
６
０
万

円
の
見
積
も
り
で
２
年
行
っ
た
が
、

周
辺
の
刈
り
払
い
、
コ
ー
ス
付
け

等
再
見
積
も
り
を
し
た
結
果
４
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
修
繕
に
つ
い

て
は
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
よ
り
雪
解

け
水
が
田
ん
ぼ
に
入
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
Ｕ
字
溝
を
設
置
す
る
。

　　
　
物
産
館
に
農
産
物
直
売
所
が

　
　
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
大
き
さ
と
か
ど
の
様
な
建
物

で
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

　
　
地
域
特
産
化
交
流
支
援
事
業

　
　
の
補
助
金
で
建
設
す
る
。「
百

姓
万
歳
の
会
」と
い
う
事
業
主
体
が

行
う
。物
産
館
の
敷
地
内
に
別
棟
で

建
設
。木
造
平
屋
建
て
、間
口
7.3
m
、

長
さ
20
m
で
１
４
５
平
方
メ
ー
ト

ル
。３
分
の
１
が
作
業
場
、３
分
の

２
を
直
売
所
と
し
て
利
用
す
る
。管

理
は
同
会
と
フ
ジ
ミ
ヤ
も
入
っ
た

形
で
共
同
管
理
と
な
る
。

　
　
子
供
手
当
に
つ
い
て
本
年
１

　
　
億
4,

2
8
7
万
円
。
児
童

手
当
と
併
せ
て
支
給
と
い
う
こ
と

で
1
億
5,

0
0
0
万
円
の
支
援

が
実
施
さ
れ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て

ど
う
思
わ
れ
る
か
。

　
　
子
供
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ

　
　
と
と
な
っ
た
。
子
育
て
支
援

は
今
後
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
し

か
し
、
各
市
町
村
に
一
括
任
せ
て

市
町
村
の
裁
量
で
子
育
て
支
援
を

す
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

豪
雪
地
帯
に
あ
っ
て
は
子
供
た
ち

が
よ
り
元
気
で
保
育
園
に
通
え
る

よ
う
に
と
か
、
児
童
の
対
応
な
り
、

市
町
村
に
あ
る
部
分
委
託
す
る
の

が
い
い
の
で
は
と
考
え
る
。

3月16日、予算案に対し自由質疑を行いました。
その一部を掲載します。

　
　
非
正
規
雇
用
の
拡
大
を
見
直

す
こ
と
が
、
未
来
あ
る
若
者
に
と
っ

て
重
要
だ
。
役
場
内
で
も
低
賃
金

で
働
く
臨
時
職
員
が
増
え
て
い
る

が
、
生
活
で
き
る
賃
金
に
引
き
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

町
長
　
22
年
度
は
臨
時
職
員
（
保

育
士
、調
理
員
、用
務
員
、看
護
師
）

の
賃
金
単
価
を
引
き
上
げ
た
。
生

活
保
護
基
準
よ
り
低
い
と
い
う
が
、

地
域
の
実
態
を
考
慮
し
て
い
る
。

　
　
除
雪
路
線
の
拡
大
で
冬
期
間

の
営
農
活
動
も
活
発
に
し
、
克
雪

も
国
道
４
０
５
号
は
も
と
よ
り
所

平
地
内
、
芦
ケ
崎
地
区
の
雪
崩
防

止
対
策
は
大
き
な
安
心
、
安
全
を

も
た
ら
し
高
く
評
価
す
る
が
、
今

後
ど
う
あ
る
べ
き
か
伺
う
。

町
長
　
先
進
地
視
察
や
研
修
を
通

じ
、
野
菜
農
家
、
花
卉
農
家
も
力

を
つ
け
て
き
た
。
今
後
も
こ
の
広

大
な
畑
が
活
用
さ
れ
、
国
道
４
０

５
号
の
更
な
る
克
雪
対
策
を
望
む
。

　
　
農
地
開
発
20
年
間
に
5
7
8

億
円
の
投
資
を
し
、
一
般
会
計
20

年
間
の
投
資
額
は
2
3
3
億
円
、

農
業
販
売
額
は
20
年
間
、
45
〜
50

億
円
と
横
ば
い
だ
が
農
商
工
連
携

の
具
体
策
は
。

町
長
　
ブ
ラ
ン
ド
化
の
有
利
販
売

で
販
売
額
を
伸
ば
す
。
津
南
町
農

林
産
物
販
売
会
議
を
設
立
し
情
報

共
有
化
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
病
院
運
営
費
に
1.5
億
円
で
あ

る
が
、
20
年
間
で
の
補
助
金
は
36

億
円
、
津
南
病
院
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
安
易
に
金
を
出
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
、
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
い
る
。

便利に使おう乗り合いタクシー

放課後の子供支援事業「この指とーまれ！」

住民の安心のより処、町立津南病院

これで3階まで楽に上がれます（文化センター）

　
　
安
心
・
安
全
の
た
め
津
南
病

院
の
役
割
は
大
き
い
。
石
川
院
長

が
努
力
し
て
い
る
予
防
医
療
、
疫

学
調
査
は
高
く
評
価
で
き
る
。
今

後
と
も
力
を
入
れ
医
療
圏
を
広
め

よ
う
と
し
た
時
に
現
大
学
と
の
連

携
は
更
に
広
ま
る
か
伺
う
。

町
長
　
疫
学
調
査
を
開
始
し
19
年

８
月
内
科
常
勤
医
師
１
名
、
４
月

か
ら
１
名
、
非
常
勤
医
師
の
継
続

が
確
定
。
慈
恵
医
大
と
連
携
し
臨

床
研
修
も
６
月
、
10
月
と
実
施
。

地
域
医
療
の
面
か
ら
本
町
に
学
生

を
受
入
れ
て
今
後
福
祉
、
医
療
、

保
健
の
一
元
化
と
町
は
大
学
と
連

携
強
化
を
図
る
。 高

橋
孝
男 

議
員

問町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

滝
沢
茂
光 

議
員

問

　
　
町
内
２
社
の
酒
蔵
が
あ
り
、

津
南
産
万
石
が
不
足
し
て
い
る
。

津
南
醸
造
設
立
当
初
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
五
百
万
石
の
作
付
け
を
推

進
す
る
農
業
政
策
を
図
れ
な
い
か
。

町
長
　
今
日
の
時
代
背
景
も
あ
っ

て
、
魚
沼
米
も
低
迷
し
、
主
要
米

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
価
格
差
も
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
を
中

心
と
し
て
検
討
さ
れ
る
課
題
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
支
援
し
て
行
か

な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

町
長

根
津
勝
幸 

議
員

問　
　
町
の
公
共
交
通
体
制
は
複
雑

で
経
費
も
多
大
で
、
住
民
は
利
用

し
に
く
い
。
解
決
方
法
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
21
年
度
の
収
支
見
込

と
22
年
の
収
支
見
込
は
５
２
０
万

ほ
ど
改
善
さ
れ
る
。
運
行
本
数
も

格
段
に
増
え
、
運
賃
収
入
も
増
え

る
見
込
で
あ
る
。
定
期
バ
ス
の
運

行
に
は
路
線
に
よ
っ
て
デ
マ
ン
ド

型
を
取
り
入
れ
効
率
を
計
る
。
実

証
運
行
は
あ
と
２
年
続
け
る
。

大
平
謙
一 

議
員

問

問

問問

藤
木
正
喜 

議
員

施政方針・
　予算を問う
施政方針・
　予算を問う
施政方針・
　予算を問う

総
務
課
長

藤
ノ
木
浩
子 

議
員

生
活
で
き
る
賃
金
に

引
き
上
げ
る
べ
き

津
南
病
院
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

五
百
万
石
の
作
付
け
推
進
を

図
る
農
業
政
策
は
　

町
の
公
共
交
通
体
制
の

経
費
節
減
で
き
な
い
か

農
業
と
克
雪
の
今
後
の

方
向
性
を
ど
う
望
む
か

6
次
産
業
活
性
化
で

津
南
ブ
ラ
ン
ド
を

議
自

雇
用
形
態
が

変
わ
っ
た
が

町
税
の
滞
納
と

収
納
状
況
は

観
光
費
の

施
設
整
備
工
事
と
は

ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス

委
託
料
に
つ
い
て

農
産
物
直
売
所

建
設
の
内
容
は

子
供
手
当
に
つ
い
て

問答
弁

問問 答
弁

答
弁

問答
弁問答

弁

問答
弁
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●
総
務
費
　

　
財
政
調
整
基
金
積
立

　
　
　
　
1
億
5,

3
8
9
万
円

●
民
生
費

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
積
立

　
　
　
　
1
億
0,

8
5
5
万
円

●
衛
生
費

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
減

　
　
　
　
　
△
1,

6
3
1
万
円

●
農
林
水
産
業
費

　
林
業
、林
道
整
備
費
増

　
　
　
　
　
　
1,

4
5
9
万
円

●
商
工
費

　
大
地
の
芸
術
祭
負
担
金
増

　
　
　
　
　
　
　
　
4
6
1
万
円

●
土
木
費

　
街
灯（
L
E
D
）交
換
設
置
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
万
円

●
消
防
費

　
防
火
水
槽
設
置
費
負
担
金
増

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
4
万
円

●
社
会
教
育
費

　
文
化
セ
ン
タ
ー
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
　
9
5
1
万
円

●
病
院
費

　
病
院
運
営
費
補
助
増

　
　
　
　
1
億
5,

0
0
0
万
円

　
施
設
維
持
補
修
費
補
助
金
増
　

　
　
　
　
　
　
3,

1
2
0
万
円

中学生まで拡充された医療費助成

　
新
た
な
施
策
は
新
町
長
に
託
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
22
年
度
予

算
。
ま
ず
は
健
全
財
政
を
保
ち
町

民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
負
担
軽
減
が
柱
と

な
っ
て
い
る
。
町
民
の
健
康
、
長

寿
の
支
援
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
応
援
、
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
22
年
度
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

一般会計

病院院事
会
計

　
国
は
地
域
の
活
性
化
策
と
し
て

地
域
主
権
を
尊
重
し
、
小
さ
な
市

町
村
に
手
厚
く
交
付
税
を
支
援
す

る
な
か
、
今
ま
で
通
り
の
予
算
配

分
で
あ
る
。
農
業
公
社
を
は
じ
め

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
な
ど
公
有
施

設
へ
の
多
額
な
委
託
料
。
津
南
病

院
に
対
し
て
毎
年
２
〜
3
億
円
の

補
助
金
が
あ
り
な
が
ら
議
論
も
無

い
予
算
配
分
は
や
る
気
の
無
さ
を

現
し
て
い
る
。

反
対
討
論
　
　 

藤
木
　
正
喜

保
険
は
、
社
会
保
障
の
削

護
拡
充
へ
政
策
転
換
を
国
に

ら
安
心
で
き
る
制
度
へ
の
改

要
だ
。
特
に
特
養
待
機
者

必
百
人
。
特
養
増
設
は
待
っ

４
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
利

し
負
担
の
重
さ
は
、
介
護
を

の
上
で
大
き
な
障
害
だ
。
利

る
減
の
し
く
み
を
充
実
す
る

軽
国
に
求
め
る
べ
き
だ
。

よ
う
、

漁村活性化プロジェクト交付金等の増額に関る大幅な補正予算（5億5,947万円の増額で

総額69億2,406万円）が審議され賛成多数で可決された。

　
　 

藤
ノ
木
浩
子

賛
成
討
論
　
　 

草
津
　
　
進

　
町
立
病
院
は
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
小
林
町
政
の
も
と

に
、22
年
度
事
業
予
算
が
示
さ
れ
た
。

全
国
で
医
師
、
看
護
師
不
足
の
中
、

常
勤
医
師
６
名
看
護
師
53
名
非
常

勤
医
師
40
数
名
と
全
て
満
足
と
行

か
な
く
て
も
、
大
学
病
院
並
み
の

医
師
団
で
あ
る
。
合
併
で
町
の
病

院
が
消
え
た
所
も
あ
る
。
維
持
存

続
の
努
力
を
認
め
賛
成
す
る
。

民
健
康
保
険
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
　
3
6
万
円

総
　
額
　
11
億
6,

3
5
7
万
円

護
保
険
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
　
　
9
万
円

総
　
額
　
13
億
5,

6
9
0
万
円

易
水
道
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
9
2
8
万
円

総
　
額
　
1
億
2,

9
6
4
万
円

水
道
事
業
会
計

補
正
額
　
　
　
　
△
5
4
6
万
円

総
　
額
　
5
億
1,

6
5
2
万
円

業
集
落
排
水
事
業
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
　
2
1
万
円

総
額
　
　
2
億
8,

7
8
6
万
円

院
事
業
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
3
5
2
万
円

総
　
額
　
19
億
9,

7
7
6
万
円

　
「
政
治
を
変
え
た
い
」
と
い
う

願
い
に
応
え
る
べ
く
、
町
政
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
と
、
町
民
の
暮
ら

し
を
ど
う
守
る
か
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
医
療
構
造
改
革
の
な
か
で

町
立
病
院
を
維
持
、
存
続
し
て
き

た
こ
と
を
評
価
し
、
一
般
会
計
繰

入
れ
で
国
保
料
を
据
え
置
い
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
中
学

卒
業
ま
で
拡
充
し
前
進
さ
せ
た
。

賛
成
討
論
　
　 

藤
ノ
木
浩
子

賛
成
討
論
　
　 

根
津
　
勝
幸

平成22年度一般会計、特別会計に対する
討論を掲載します。

介護保険
特別会計病 農 下 簡 介 国

２1
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

主
な
補
正
内
容

21年度 一般会計補正予算

歳　　入
地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

寄　付　金

繰　入　金

繰　越　金

諸　収　入

町　　　債

4億3,506万円

1億5,237万円

373万円

319万円

△8,600万円

2,669万円

5,223万円

△2,780万円

3万円

1億7,533万円

1億1,924万円

1億6,633万円

2,498万円

526万円

4,176万円

304万円

2,351万円

歳　　出
議　 会　 費

総 　務 　費

民　 生　 費

衛　 生　 費

農林水産業費

商　 工　 費

土　 木　 費

消　 防　 費

教　 育　 費

8

津南町議会だより

2010.4.20
補正予算

津南町議会だより

2010.4.20
討　　論

9

●
総
務
費
　

　
財
政
調
整
基
金
積
立

　
　
　
　
1
億
5,

3
8
9
万
円

●
民
生
費

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
積
立

　
　
　
　
1
億
0,

8
5
5
万
円

●
衛
生
費

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
減

　
　
　
　
　
△
1,

6
3
1
万
円

●
農
林
水
産
業
費

　
林
業
、林
道
整
備
費
増

　
　
　
　
　
　
1,

4
5
9
万
円

●
商
工
費

　
大
地
の
芸
術
祭
負
担
金
増

　
　
　
　
　
　
　
　
4
6
1
万
円

●
土
木
費

　
街
灯（
L
E
D
）交
換
設
置
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
万
円

●
消
防
費

　
防
火
水
槽
設
置
費
負
担
金
増

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
4
万
円

●
社
会
教
育
費

　
文
化
セ
ン
タ
ー
修
繕
費

　
　
　
　
　
　
　
　
9
5
1
万
円

●
病
院
費

　
病
院
運
営
費
補
助
増

　
　
　
　
1
億
5,

0
0
0
万
円

　
施
設
維
持
補
修
費
補
助
金
増
　

　
　
　
　
　
　
3,

1
2
0
万
円

中学生まで拡充された医療費助成

　
新
た
な
施
策
は
新
町
長
に
託
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
22
年
度
予

算
。
ま
ず
は
健
全
財
政
を
保
ち
町

民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
負
担
軽
減
が
柱
と

な
っ
て
い
る
。
町
民
の
健
康
、
長

寿
の
支
援
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
応
援
、
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
22
年
度
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

一般会計

病院院事
会
計

　
国
は
地
域
の
活
性
化
策
と
し
て

地
域
主
権
を
尊
重
し
、
小
さ
な
市

町
村
に
手
厚
く
交
付
税
を
支
援
す

る
な
か
、
今
ま
で
通
り
の
予
算
配

分
で
あ
る
。
農
業
公
社
を
は
じ
め

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
な
ど
公
有
施

設
へ
の
多
額
な
委
託
料
。
津
南
病

院
に
対
し
て
毎
年
２
〜
3
億
円
の

補
助
金
が
あ
り
な
が
ら
議
論
も
無

い
予
算
配
分
は
や
る
気
の
無
さ
を

現
し
て
い
る
。

反
対
討
論
　
　 

藤
木
　
正
喜

保
険
は
、
社
会
保
障
の
削

護
拡
充
へ
政
策
転
換
を
国
に

ら
安
心
で
き
る
制
度
へ
の
改

要
だ
。
特
に
特
養
待
機
者

必
百
人
。
特
養
増
設
は
待
っ

４
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
利

し
負
担
の
重
さ
は
、
介
護
を

の
上
で
大
き
な
障
害
だ
。
利

る
減
の
し
く
み
を
充
実
す
る

軽
国
に
求
め
る
べ
き
だ
。

よ
う
、

漁村活性化プロジェクト交付金等の増額に関る大幅な補正予算（5億5,947万円の増額で

総額69億2,406万円）が審議され賛成多数で可決された。

　
　 

藤
ノ
木
浩
子

賛
成
討
論
　
　 

草
津
　
　
進

　
町
立
病
院
は
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
小
林
町
政
の
も
と

に
、22
年
度
事
業
予
算
が
示
さ
れ
た
。

全
国
で
医
師
、
看
護
師
不
足
の
中
、

常
勤
医
師
６
名
看
護
師
53
名
非
常

勤
医
師
40
数
名
と
全
て
満
足
と
行

か
な
く
て
も
、
大
学
病
院
並
み
の

医
師
団
で
あ
る
。
合
併
で
町
の
病

院
が
消
え
た
所
も
あ
る
。
維
持
存

続
の
努
力
を
認
め
賛
成
す
る
。

民
健
康
保
険
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
　
3
6
万
円

総
　
額
　
11
億
6,

3
5
7
万
円

護
保
険
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
　
　
9
万
円

総
　
額
　
13
億
5,

6
9
0
万
円

易
水
道
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
9
2
8
万
円

総
　
額
　
1
億
2,

9
6
4
万
円

水
道
事
業
会
計

補
正
額
　
　
　
　
△
5
4
6
万
円

総
　
額
　
5
億
1,

6
5
2
万
円

業
集
落
排
水
事
業
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
　
2
1
万
円

総
額
　
　
2
億
8,

7
8
6
万
円

院
事
業
会
計

補
正
額
　
　
　
　
　
3
5
2
万
円

総
　
額
　
19
億
9,

7
7
6
万
円

　
「
政
治
を
変
え
た
い
」
と
い
う

願
い
に
応
え
る
べ
く
、
町
政
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
と
、
町
民
の
暮
ら

し
を
ど
う
守
る
か
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
医
療
構
造
改
革
の
な
か
で

町
立
病
院
を
維
持
、
存
続
し
て
き

た
こ
と
を
評
価
し
、
一
般
会
計
繰

入
れ
で
国
保
料
を
据
え
置
い
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
中
学

卒
業
ま
で
拡
充
し
前
進
さ
せ
た
。

賛
成
討
論
　
　 

藤
ノ
木
浩
子

賛
成
討
論
　
　 

根
津
　
勝
幸

平成22年度一般会計、特別会計に対する
討論を掲載します。

介護保険
特別会計病 農 下 簡 介 国

２1
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

主
な
補
正
内
容

21年度 一般会計補正予算

歳　　入
地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

寄　付　金

繰　入　金

繰　越　金

諸　収　入

町　　　債

4億3,506万円

1億5,237万円

373万円

319万円

△8,600万円

2,669万円

5,223万円

△2,780万円

3万円

1億7,533万円

1億1,924万円

1億6,633万円

2,498万円

526万円

4,176万円

304万円

2,351万円

歳　　出
議　 会　 費

総 　務 　費

民　 生　 費

衛　 生　 費

農林水産業費

商　 工　 費

土　 木　 費

消　 防　 費

教　 育　 費
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町
は
宅
地
転
用
で
き
る
と
見
込
み
下
水

道
工
事
と
公
共
枡
設
置
工
事
を
お
こ
な
っ
た
。

な
ぜ
除
外
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

町
長
　
農
振
法
は
農
地
を
宅
地
化
か
ら
守
る

為
の
法
律
で
あ
り
国
の
基
本
方
針
は
宅
地
に

隣
接
す
る
以
外
は
原
則
認
め
な
い
方
向
で
あ

る
が
農
地
で
あ
っ
て
も
よ
り
有
効
に
活
用
し

た
い
事
情
が
発
生
し
た
場
合
、
市
町
村
に
裁

量
権
を
認
め
て
も
良
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
転
用
許
可
が
で
な
い
う
ち
に
な
ぜ
工
事

を
し
た
の
か
。

建
設
課
長
　 

早
く
家
を
建
て
た
い
と
話
が

あ
り
地
域
振
興
課
に
伺
っ
た
所
か
な
り
の
見

通
し
で
大
丈
夫
そ
う
だ
と
聞
い
た
中
で
工
事

を
お
こ
な
っ
た
。

農
業
委
員
長
　
　
　
今
回
の
件
は
１
月
の
総

会
で
審
議
し
た
宅
地
と
近
く
農
業
委
員
会
と

し
て
は
許
可
し
た
。

振
興
課
長
　
　
　 

建
設
課
と
の
横
の
連
係

が
不
十
分
だ
っ
た
。

　
　
町
有
施
設
の
支
援
は
今
後
ど
う
す
る
の

か
。
特
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
津
南
高
原
開
発

の
社
長
が
亡
く
な
っ
た
。
運
営
は
大
丈
夫
か
。

　
　
　
　
㈱
津
南
高
原
開
発
と
光
善
会
の
２

法
人
と
契
約
し
て
い
る
。
運
営
に
つ
い
て
は

新
代
表
に
引
き
継
が
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

契
約
に
つ
い
て
は
光
善
会
グ
ル
ー
プ
と
の
も

の
で
光
善
会
が
責
任
を
持
つ
の
で
修
繕
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
修
繕
で
も
利
用
者
負
担
と

な
っ
て
い
て
町
負
担
は
な
い
。
新
代
表
に
つ

い
て
は
相
続
な
ど
の
問
題
で
遅
れ
て
い
る
が

前
代
表
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
熱
い
思
い
入
れ

が
あ
り
そ
の
精
神
は
新
代
表
に
引
継
が
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
静
岡
県
伊
豆
で
わ
さ
び
栽
培
で
成
功
さ

れ
た
鈴
木
丑
三
氏
は
龍
ケ
窪
の
水
な
ら
必
ず

良
い
物
が
で
き
る
、又
他
の
湧
水
も
活
用
で

き
る
所
も
多
い
と
見
て
お
り
、生
産
者
育
成

に
つ
い
て
も
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
に
協

力
し
た
い
と
話
さ
れ
て
い
る
。自
然
環
境
の

良
さ
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
が
萌
木
の
里

等
に
も
活
用
で
き
る
。町
と
し
て
の
協
力
、支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
意
欲
あ
る
方
が
望
む
な
ら
協
力
も
支

援
も
行
い
た
い
。

問
　
近
年
自
然
景
観
花
木
類
、中
で
も
つ
つ

じ
類
が
少
な
く
な
っ
た
が
、再
生
を
す
べ
き

と
思
う
が
、い
か
が
お
考
え
か
伺
う
。

町
長
　
花
木
等
の
盗
掘
も
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
実
態
は
不
明
で
あ
り
範
囲
も
広
す
ぎ

て
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
き
と
ど
か
な
い
。地
域

全
体
の
監
視
が
必
要
と
考
え
る
。又
、里
山
全

体
の
再
生
に
は
農
林
水
産
省
の
交
付
金
事
業

も
あ
り
、受
益
者
等
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
考
え
る
。

問
　
つ
つ
じ
類
は
さ
し
木
も
容
易
と
思
う
の

で
地
域
の
技
術
を
持
つ
方
に
協
力
を
い
た
だ

き
進
め
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

地
域
振
興
　
課
長
　
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な

い
。地
域
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問
　
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
と
販
売
価
格
の

低
迷
で
価
格
補
て
ん
金
基
金
も
底
を
つ
い
た

中
、自
給
率
向
上
の
面
か
ら
飼
料
用
米
、米
粉

用
米
の
補
助
金
が
高
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

輸
送
費
及
び
加
工
費
用
の
負
担
額
に
不
明
確

の
面
も
あ
る
が
助
成
し
活
用
を
誘
導
し
て
は

ど
う
か
伺
う
。

町
長
　
販
売
価
格
が
不
透
明
で
あ
り
、又
実

需
者
と
の
契
約
も
必
要
。本
年
度
は
町
内
で

の
需
要
を
前
提
に
試
験
栽
培
に
取
り
組
む
。

　
　
津
南
町
は
農
地
の
拡
大
に
よ
り
、
大
規

模
農
業
が
可
能
と
な
っ
た
。
町
長
は
町
長
職

務
を
通
し
て
今
後
の
課
題
は
ど
う
か
。

町
長
　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
水
田
、

畑
を
整
備
し
た
。
コ
ス
ト
の
低
減
や
食
味
の

向
上
、
日
本
一
高
い
米
の
生
産
が
可
能
だ
。

又
、
気
象
条
件
を
生
か
し
た
ユ
リ
栽
培
や
消

費
者
の
求
め
る
野
菜
栽
培
、
ま
た
農
業
を
六

次
産
業
化
し
儲
か
る
農
業
が
可
能
で
あ
る
。

問
　
地
元
酒
蔵
２
社
が
発
展
す
る
こ
と
は
、

津
南
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
町

長
は
１
社
に
つ
い
て
、「
自
分
の
任
期
中
に

は
」
と
議
会
答
弁
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
ど
う
か
。

町
長
　
酒
蔵
設
立
の
理
念
を
大
事
に
し
、
経

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、外
国
へ
の
販
売

戦
略
も
模
索
し
た
い
。任
期
中
に
は
出
資
者

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、結
論
を

出
し
た
い
。

問
　
福
祉
の
充
実
は
、
建
築
の
仕
事
や
雇
用

も
生
ま
れ
る
が
、
現
在
考
え
る
方
策
に
つ
い

て
ど
う
か
。

①
限
界
集
落
の
出
現
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
が
維
持
で
き
な
い
可
能
性
が
生
じ
て
き
た
。

②
家
族
機
能
の
減
退
に
よ
る
生
活
維
持
困
難

　
者
の
増
加
と
家
族
生
活
の
弱
体
化
が
予
想

　
さ
れ
る
。

③
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
定
住
人
口
増
対
策
が
緊
急

　
の
課
題
で
あ
る
。

町
長
　
人
口
減
少
は
残
念
で
あ
る
。
限
界
集

落
を
救
う
た
め
都
市
か
ら
若
者
を
と
い
う
方

策
、
支
援
の
輪
の
構
築
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
施
設
整
備
も
必
要
で
あ
る
が
、
町
単

独
で
は
困
難
性
が
あ
り
、
民
間
活
力
等
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
　
20
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
小
林
町

政
、
最
後
の
予
算
概
要
の
重
点
に
つ
い
て

町
長
　
町
民
の
方
々
が
当
た
り
前
の
生
活
が

で
き
る
こ
と
、
こ
れ
を
基
本
命
題
と
し
、
住

民
の
負
担
軽
減
、
ま
た
地
域
経
済
の
進
展
、

安
全
、
安
心
の
生
活
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
に
配
慮
し
た
。

問
　
新
町
政
へ
の
引
継
ぎ
の
中
で
一
番
に
継

続
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
。

町
長
　
町
立
津
南
病
院
の
継
続
で
あ
る
。
安

心
し
て
生
活
を
営
む
大
き
な
拠
点
と
位
置
付

け
今
後
も
行
政
の
責
任
と
し
て
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
継
続
の
願
い
で
あ
る
。

問
　
21
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
三
箇
小

学
校
、
津
南
原
小
学
校
の
跡
地
利
用
は
。

町
長
　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

打
診
を
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
地

域
に
お
い
て
は
跡
地
利
用
も
含
め
た
地
域
活

性
化
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。
地
域
の

皆
さ
ん
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　「
任
期
中
は
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
の
火

は
消
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
の
元
で
継
続

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
町
政
に
今

後
ど
の
よ
う
に
託
し
て
い
く
か
。

町
長
　
昭
和
40
年
、
地
域
の
強
い
思
い
で
町

民
の
出
資
を
い
た
だ
く
な
か
で
設
立
を
し
た

ス
キ
ー
場
で
あ
る
。
地
域
の
方
々
の
思
い
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
か

ら
火
を
消
す
な
と
の
思
い
で
今
日
ま
で
至
っ

て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
は
ば
た
い

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
場
と
し
て
、

今
後
の
運
営
に
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

今年マウンテンパーク津南で行われた町民スキー大会
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ッ
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る
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町
は
宅
地
転
用
で
き
る
と
見
込
み
下
水

道
工
事
と
公
共
枡
設
置
工
事
を
お
こ
な
っ
た
。

な
ぜ
除
外
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

町
長
　
農
振
法
は
農
地
を
宅
地
化
か
ら
守
る

為
の
法
律
で
あ
り
国
の
基
本
方
針
は
宅
地
に

隣
接
す
る
以
外
は
原
則
認
め
な
い
方
向
で
あ

る
が
農
地
で
あ
っ
て
も
よ
り
有
効
に
活
用
し

た
い
事
情
が
発
生
し
た
場
合
、
市
町
村
に
裁

量
権
を
認
め
て
も
良
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
転
用
許
可
が
で
な
い
う
ち
に
な
ぜ
工
事

を
し
た
の
か
。

建
設
課
長
　 

早
く
家
を
建
て
た
い
と
話
が

あ
り
地
域
振
興
課
に
伺
っ
た
所
か
な
り
の
見

通
し
で
大
丈
夫
そ
う
だ
と
聞
い
た
中
で
工
事

を
お
こ
な
っ
た
。

農
業
委
員
長
　
　
　
今
回
の
件
は
１
月
の
総

会
で
審
議
し
た
宅
地
と
近
く
農
業
委
員
会
と

し
て
は
許
可
し
た
。

振
興
課
長
　
　
　 

建
設
課
と
の
横
の
連
係

が
不
十
分
だ
っ
た
。

　
　
町
有
施
設
の
支
援
は
今
後
ど
う
す
る
の

か
。
特
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
津
南
高
原
開
発

の
社
長
が
亡
く
な
っ
た
。
運
営
は
大
丈
夫
か
。

　
　
　
　
㈱
津
南
高
原
開
発
と
光
善
会
の
２

法
人
と
契
約
し
て
い
る
。
運
営
に
つ
い
て
は

新
代
表
に
引
き
継
が
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

契
約
に
つ
い
て
は
光
善
会
グ
ル
ー
プ
と
の
も

の
で
光
善
会
が
責
任
を
持
つ
の
で
修
繕
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
修
繕
で
も
利
用
者
負
担
と

な
っ
て
い
て
町
負
担
は
な
い
。
新
代
表
に
つ

い
て
は
相
続
な
ど
の
問
題
で
遅
れ
て
い
る
が

前
代
表
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
熱
い
思
い
入
れ

が
あ
り
そ
の
精
神
は
新
代
表
に
引
継
が
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
静
岡
県
伊
豆
で
わ
さ
び
栽
培
で
成
功
さ

れ
た
鈴
木
丑
三
氏
は
龍
ケ
窪
の
水
な
ら
必
ず

良
い
物
が
で
き
る
、又
他
の
湧
水
も
活
用
で

き
る
所
も
多
い
と
見
て
お
り
、生
産
者
育
成

に
つ
い
て
も
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
に
協

力
し
た
い
と
話
さ
れ
て
い
る
。自
然
環
境
の

良
さ
も
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
が
萌
木
の
里

等
に
も
活
用
で
き
る
。町
と
し
て
の
協
力
、支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
意
欲
あ
る
方
が
望
む
な
ら
協
力
も
支

援
も
行
い
た
い
。

問
　
近
年
自
然
景
観
花
木
類
、中
で
も
つ
つ

じ
類
が
少
な
く
な
っ
た
が
、再
生
を
す
べ
き

と
思
う
が
、い
か
が
お
考
え
か
伺
う
。

町
長
　
花
木
等
の
盗
掘
も
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
実
態
は
不
明
で
あ
り
範
囲
も
広
す
ぎ

て
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
き
と
ど
か
な
い
。地
域

全
体
の
監
視
が
必
要
と
考
え
る
。又
、里
山
全

体
の
再
生
に
は
農
林
水
産
省
の
交
付
金
事
業

も
あ
り
、受
益
者
等
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
考
え
る
。

問
　
つ
つ
じ
類
は
さ
し
木
も
容
易
と
思
う
の

で
地
域
の
技
術
を
持
つ
方
に
協
力
を
い
た
だ

き
進
め
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

地
域
振
興
　
課
長
　
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な

い
。地
域
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問
　
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
と
販
売
価
格
の

低
迷
で
価
格
補
て
ん
金
基
金
も
底
を
つ
い
た

中
、自
給
率
向
上
の
面
か
ら
飼
料
用
米
、米
粉

用
米
の
補
助
金
が
高
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

輸
送
費
及
び
加
工
費
用
の
負
担
額
に
不
明
確

の
面
も
あ
る
が
助
成
し
活
用
を
誘
導
し
て
は

ど
う
か
伺
う
。

町
長
　
販
売
価
格
が
不
透
明
で
あ
り
、又
実

需
者
と
の
契
約
も
必
要
。本
年
度
は
町
内
で

の
需
要
を
前
提
に
試
験
栽
培
に
取
り
組
む
。

　
　
津
南
町
は
農
地
の
拡
大
に
よ
り
、
大
規

模
農
業
が
可
能
と
な
っ
た
。
町
長
は
町
長
職

務
を
通
し
て
今
後
の
課
題
は
ど
う
か
。

町
長
　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
水
田
、

畑
を
整
備
し
た
。
コ
ス
ト
の
低
減
や
食
味
の

向
上
、
日
本
一
高
い
米
の
生
産
が
可
能
だ
。

又
、
気
象
条
件
を
生
か
し
た
ユ
リ
栽
培
や
消

費
者
の
求
め
る
野
菜
栽
培
、
ま
た
農
業
を
六

次
産
業
化
し
儲
か
る
農
業
が
可
能
で
あ
る
。

問
　
地
元
酒
蔵
２
社
が
発
展
す
る
こ
と
は
、

津
南
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
町

長
は
１
社
に
つ
い
て
、「
自
分
の
任
期
中
に

は
」
と
議
会
答
弁
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
ど
う
か
。

町
長
　
酒
蔵
設
立
の
理
念
を
大
事
に
し
、
経

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、外
国
へ
の
販
売

戦
略
も
模
索
し
た
い
。任
期
中
に
は
出
資
者

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、結
論
を

出
し
た
い
。

問
　
福
祉
の
充
実
は
、
建
築
の
仕
事
や
雇
用

も
生
ま
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る
が
、
現
在
考
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る
方
策
に
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い

て
ど
う
か
。

①
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き
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が
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の
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加
と
家
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活
の
弱
体
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が
予
想
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人
口
の
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の
進
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に
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の
不
足
が
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る
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こ
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緊
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の
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で
あ
る
。
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長
　
人
口
減
少
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残
念
で
あ
る
。
限
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集
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を
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う
た
め
都
市
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ら
若
者
を
と
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う
方
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、
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の
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の
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、
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、
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も
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で
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で
は
困
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、
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間
活
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等
も
必

要
に
な
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。

　
　
20
年
の
歴
史
に
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止
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を
打
つ
小
林
町

政
、
最
後
の
予
算
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要
の
重
点
に
つ
い
て

町
長
　
町
民
の
方
々
が
当
た
り
前
の
生
活
が

で
き
る
こ
と
、
こ
れ
を
基
本
命
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と
し
、
住

民
の
負
担
軽
減
、
ま
た
地
域
経
済
の
進
展
、

安
全
、
安
心
の
生
活
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
に
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。

問
　
新
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政
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の
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継
ぎ
の
中
で
一
番
に
継

続
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
。

町
長
　
町
立
津
南
病
院
の
継
続
で
あ
る
。
安

心
し
て
生
活
を
営
む
大
き
な
拠
点
と
位
置
付

け
今
後
も
行
政
の
責
任
と
し
て
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
継
続
の
願
い
で
あ
る
。

問
　
21
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
三
箇
小

学
校
、
津
南
原
小
学
校
の
跡
地
利
用
は
。

町
長
　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

打
診
を
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
も
あ
る
。
地

域
に
お
い
て
は
跡
地
利
用
も
含
め
た
地
域
活

性
化
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。
地
域
の

皆
さ
ん
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　「
任
期
中
は
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
の
火

は
消
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
の
元
で
継
続

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
町
政
に
今

後
ど
の
よ
う
に
託
し
て
い
く
か
。

町
長
　
昭
和
40
年
、
地
域
の
強
い
思
い
で
町

民
の
出
資
を
い
た
だ
く
な
か
で
設
立
を
し
た

ス
キ
ー
場
で
あ
る
。
地
域
の
方
々
の
思
い
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
か

ら
火
を
消
す
な
と
の
思
い
で
今
日
ま
で
至
っ

て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
は
ば
た
い

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
場
と
し
て
、

今
後
の
運
営
に
期
待
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

今年マウンテンパーク津南で行われた町民スキー大会

問問
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る

　
　
　
予
算
の
中
身
は

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
の

今
後
に
つ
い
て

町
長

問問 町
長

町
長

町
長

副
町
長

町
長
‥
地
域
経
済
の
進
展
、安
全
、安
心
の
生
活
で
あ
る

小
林
町
政
最
後
の
予
算
編
成
の
重
点
は

草  

津
　
　
進 

議
員

問問
津
南
町
は
大
規
模
農
業
が

可
能
・
今
後
は
　

津
南
醸
造
の
今
後
は

生
産
者
育
成
に
協
力
を

畜
産
振
興
に
飼
料
米
対
策
を

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に

伴
う
今
後
の
定
住
策
は

町
長

問町
長

町
長

町
長
‥
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
安
定

津
南
農
業
の
今
後
に
つ
い
て

高 

橋
　
孝 

男 

議
員

もりたてよう みんなで！

問問問
農
地
の
転
用
が

な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
か

町
有
施
設
の
今
後
の

支
援
に
つ
い
て

町
長

建
設
課
長

地
域
振
興
課
長

農
業
委
員
会
長

地
域
振
興
課
長

町
長
‥
市
町
村
に
裁
量
権
が
ほ
し
い

農
振
法
と
町
の
振
興
に
つ
い
て

大 

平
　
謙 

一 

議
員

問問問

問

失
わ
れ
ゆ
く

里
山
自
然
景
観
の
再
生
を

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
意
欲
あ
る
方
が
取
り
組
む
な
ら
支
援
・
協
力
を
す
る

わ
さ
び
の
産
業
化
に
研
修
生
派
遣
を

滝 
沢
　
茂 

光 

議
員

沖ノ原に広がる広大なアスパラ畑

津南はわさび栽培の適地
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高
齢
化
が
進
み
必
然
的
に
特
養
ホ
ー
ム

入
所
の
待
機
者
が
増
加
し
て
い
る
。
“保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
”
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
齢

者
の
不
安
は
強
い
。
施
設
整
備
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
と
思
う
が
、
国
や
町
は
ど

う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長
　
恵
福
園
な
か
つ
を
含
め
た
特
養
ホ
ー

ム
入
所
待
機
者
は
２
百
人
余
り
と
な
っ
て
お

り
、
施
設
整
備
の
必
要
性
は
痛
感
し
て
い
る
。

　
全
国
の
自
治
体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
事

情
が
あ
る
。
当
町
で
は
高
齢
化
率
が
36
％
を

超
え
、
自
然
条
件
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯

で
あ
る
。
高
齢
の
世
帯
で
は
苦
痛
を
伴
う
厳

し
い
期
間
が
あ
る
中
で
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
が
安
心
し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に
、
特
養
ホ
ー

ム
も
整
備
し
な
け
れ
ば
と
い
う
実
態
を
国
が

理
解
を
示
さ
れ
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
自
治
体
の
実
態
に
沿
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
県
に
強
く

要
望
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　
自
公
政
治
に
抗
し
て
の

“自
立
の
選
択
”

に
つ
い
て
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か

伺
う
。

町
長
　
18
歳
以
上
の
町
民
の
想
い
と
議
会
の

想
い
と
も
一
致
し
て
自
立
を
選
択
し
た
も
の

で
民
主
主
義
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
新
潟

県
は
突
出
し
て
合
併
が
進
め
ら
れ
た
が
、
自

立
を
選
択
し
た
10
町
村
の
首
長
は
こ
ぞ
っ
て

こ
の
選
択
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
自
立
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
き
め
細
か
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
魚
沼
産
米
は
経
済
不
況
、
生
産
過
剰
に

よ
り
売
れ
残
っ
て
い
る
。
21
年
産
の
販
売
状

況
は
昨
年
同
月
対
比
の
70
％
。
魚
沼
の
生
産

量
は
約
8
0,

0
0
0
ｔ
、
単
純
計
算
を
す

る
と
2
4,

0
0
0
ｔ
売
れ
残
る
可
能
性
が

あ
る
。
県
間
調
整
一
本
や
り
の
農
政
が
と
ん

で
も
な
い
事
態
を
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
22

年
産
米
生
産
の
考
え
方
は
。

町
長
　
米
価
の
安
定
維
持
の
た
め
に
も
転
作

面
積
の
達
成
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
最
近
の
津
南
町
経
済
を
考
え
る
と
収
入

確
保
は
必
須
条
件
に
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

町
長
　「
明
日
か
ら
米
価
が
下
が
る
か
ら
保

障
し
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
簡
単
な
も
の
で

は
な
い
。
全
国
的
な
米
余
り
の
中
、
そ
の
辺

を
考
え
た
国
策
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
。

問
　
か
と
い
っ
て
町
が
何
も
し
な
い
と
い
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

町
長
　
農
家
の
戸
別
所
得
補
償
を
町
単
独
で

や
れ
と
い
う
こ
と
か
。

問
　
そ
う
で
は
な
い
、
津
南
町
に
と
っ
て
米

の
収
入
は
町
全
体
の
も
の
、
収
入
減
は
地
域

経
済
が
危
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

町
長
　
あ
た
か
も
明
日
、
町
が
崩
壊
の
ご
と

き
に
聞
こ
え
る
。
大
き
な
観
点
は
、
国
・
県

政
に
頼
む
べ
き
部
分
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
米

価
が
下
が
る
の
か
、
秋
に
な
ら
な
い
と
わ
か

ら
な
い
。
米
価
が
下
が
る
こ
と
を
前
提
で
考

え
る
時
期
で
は
な
い
。

問
　
下
落
は
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

町
民
の
あ
た
り
前
の
生
活
、
夢
の
あ
る
政
策
、

こ
れ
を
更
に
お
願
い
し
た
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。

町
長
　
町
政
を
と
も
ど
も
築
い
て
い
た
だ
き

た
い
、
ま
た
ご
支
援
賜
り
た
い
と
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
こ
の
10
年
間
で
津
南
病
院
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
そ
の
要
因
は
国
の
医
療
費
抑
制
政

策
に
あ
り
、
公
的
病
院
を
対
象
に
縮
小
再
編

を
進
め
、
病
院
を
減
ら
す
、
ベ
ッ
ド
を
減
ら

す
と
い
う
医
療
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き

た
こ
と
に
あ
る
。
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
や

地
方
交
付
税
の
引
き
下
げ
で
全
国
の
自
治
体

病
院
が
経
営
悪
化
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
改

革
の
中
で
も
町
立
病
院
を
維
持
・
存
続
し
て

き
た
努
力
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
も
津
南
病

院
を
住
民
、
病
院
職
員
、
行
政
も
一
丸
と
な
っ

て
守
る
べ
き
と
思
う
が
、
今
後
の
展
望
を
ど

う
お
考
え
か
伺
う
。

町
長
　
医
療
制
度
の
改
変
等
に
よ
り
今
日
の

医
療
現
場
の
姿
が
あ
る
の
は
ご
指
摘
の
と
お

り
だ
。
医
師
不
足
等
に
よ
り
、
と
り
わ
け
過

疎
地
域
の
病
院
は
維
持
・
存
続
が
危
機
的
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
加
え
て
診
療
報
酬
の

見
直
し
も
過
去
10
年
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
い
う

こ
と
か
ら
、
病
院
経
営
は
極
め
て
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
地
域
医
療
の
崩
壊
は
、
地
域
そ

の
も
の
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
私

は
町
立
病
院
が
町
民
の
命
の
安
全
、
安
心
を

な
ん
と
し
て
も
守
り
続
け
る
と
い
う
基
本
的

な
立
場
を
堅
持
し
、
強
い
信
念
の
も
と
に
一

貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
病
院
の
目
標
は

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
認
知
症
を
予

防
し
、
健
康
長
寿
を
伸
ば
す
こ
と
」
ま
た
健

康
長
寿
日
本
一
を
め
ざ
す
町
民
ぐ
る
み
の
健

康
づ
く
り
宣
言
を
行
い
、
町
民
、
病
院
、
行

政
一
体
と
な
っ
て
、
す
こ
や
か
に
育
ち
、
元

気
で
達
者
な
町
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
る
。
今
後
一
番
継
続
し
て
ほ
し
い
の

は
、
津
南
病
院
で
あ
る
。
そ
し
て
、
町
民
の

健
康
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
　
信
濃
川
発
電
所
を
含
め
た
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
は
町
財
政
を
支
え
て
い
る
。

現
制
度
は
今
年
で
終
了
す
る
。
そ
の
後
は
ど

う
な
る
か
。
ま
た
、
今
年
度
が
水
利
権
の
更

新
年
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
長
　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
現
政

権
下
で
の
事
業
仕
分
け
で
あ
っ
た
が
、
水
力

発
電
に
つ
い
て
は
削
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
国
に
対
し
て
は
今
後
も
一
層
の
要
望

を
し
て
い
く
。
水
利
権
更
新
に
つ
い
て
は
、

今
年
12
月
31
日
が
期
限
で
あ
る
。
東
電
と
は

長
い
付
き
合
い
で
あ
り
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
の
も
と
維
持
流
量
を
提
言
し
、
水
利
権
の

更
新
に
あ
た
る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
は
４
月
か
ら
長
野
支
社
と

新
潟
支
社
と
県
境
で
管
轄
が
変
わ
る
と
い
う

が
問
題
は
な
い
の
か
伺
う
。

町
長
　
十
日
町
駅
よ
り
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
問
題
点
は
解
決
し
て
い
く
。

問
　
津
南
駅
に
待
機
線
設
置
を
要
望
し
て
い

る
が
見
通
し
を
伺
う
。

町
長
　
今
す
ぐ
に
と
は
い
か
な
い
が
、
十
日

町
と
森
宮
野
原
間
に
列
車
の
す
れ
違
い
が
で

き
る
駅
と
し
て
、
ま
た
津
南
の
観
光
面
か
ら

も
引
き
込
み
が
可
能
で
あ
り
、
長
い
目
で
運

動
を
続
け
て
い
く
。

問
　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
で
世
界
の
子

ど
も
達
に
ポ
リ
オ
な
ど
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
こ

と
は
ど
う
か
。

町
長
　
環
境
教
育
面
で
は
大
切
な
こ
と
だ
。

町
内
小
売
店
等
で
は
実
施
し
て
い
る
。
町
と

し
て
は
協
力
し
て
い
く
。

流れ下る大河信濃川

問
信
濃
川
発
電
所
水
利
権

更
新
と
電
源
立
地
交
付
金
は

高
齢
者
の
強
い
不
安
を

解
消
し
て
ほ
し
い

住
民
自
治
、
国
体
自
治
の

確
保
は
民
主
主
義
の
柱

津
南
駅
の
待
機
線
設
置

に
つ
い
て

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
今
年
12
月
31
日
が
期
限

東
京
電
力
西
大
滝
ダ
ム
水
利
権
更
新
に
つ
い
て

福 

原
　
照 

男 

議
員

問

問問問問

問問 問
地
域
経
済
が
危
な
い
、

　
　
行
き
つ
い
た
米
政
策

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
転
作
面
積
の
達
成
を
お
願
い
す
る

売
れ
残
る
米
２２
年
産
米
生
産
は

大 

島
　
知 

美 

議
員

福祉施設の一層の整備充実が望まれる

問問 町
長

町
長

町
長
‥
国
県
に
強
く
要
望
す
べ
き
も
の
だ

特
養
ホ
ー
ム
施
設
整
備
は
待
っ
た
な
し
だ

大  
口
　
　
武 

議
員

問
命
と
健
康
の
核
、

一
丸
と
な
っ
て
守
る
べ
き

町
長

町
長
‥
町
立
病
院
の
継
続
が
一
番

津
南
病
院
の
今
後
の
展
望
を

藤
ノ
木
　
浩
子 

議
員

ガンバレ津南農業 ! !
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高
齢
化
が
進
み
必
然
的
に
特
養
ホ
ー
ム

入
所
の
待
機
者
が
増
加
し
て
い
る
。
“保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
”
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
高
齢

者
の
不
安
は
強
い
。
施
設
整
備
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
と
思
う
が
、
国
や
町
は
ど

う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長
　
恵
福
園
な
か
つ
を
含
め
た
特
養
ホ
ー

ム
入
所
待
機
者
は
２
百
人
余
り
と
な
っ
て
お

り
、
施
設
整
備
の
必
要
性
は
痛
感
し
て
い
る
。

　
全
国
の
自
治
体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
事

情
が
あ
る
。
当
町
で
は
高
齢
化
率
が
36
％
を

超
え
、
自
然
条
件
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯

で
あ
る
。
高
齢
の
世
帯
で
は
苦
痛
を
伴
う
厳

し
い
期
間
が
あ
る
中
で
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
が
安
心
し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に
、
特
養
ホ
ー

ム
も
整
備
し
な
け
れ
ば
と
い
う
実
態
を
国
が

理
解
を
示
さ
れ
な
い
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
自
治
体
の
実
態
に
沿
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
県
に
強
く

要
望
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　
自
公
政
治
に
抗
し
て
の

“自
立
の
選
択
”

に
つ
い
て
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か

伺
う
。

町
長
　
18
歳
以
上
の
町
民
の
想
い
と
議
会
の

想
い
と
も
一
致
し
て
自
立
を
選
択
し
た
も
の

で
民
主
主
義
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
新
潟

県
は
突
出
し
て
合
併
が
進
め
ら
れ
た
が
、
自

立
を
選
択
し
た
10
町
村
の
首
長
は
こ
ぞ
っ
て

こ
の
選
択
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
自
立
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
き
め
細
か
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
魚
沼
産
米
は
経
済
不
況
、
生
産
過
剰
に

よ
り
売
れ
残
っ
て
い
る
。
21
年
産
の
販
売
状

況
は
昨
年
同
月
対
比
の
70
％
。
魚
沼
の
生
産

量
は
約
8
0,

0
0
0
ｔ
、
単
純
計
算
を
す

る
と
2
4,

0
0
0
ｔ
売
れ
残
る
可
能
性
が

あ
る
。
県
間
調
整
一
本
や
り
の
農
政
が
と
ん

で
も
な
い
事
態
を
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
22

年
産
米
生
産
の
考
え
方
は
。

町
長
　
米
価
の
安
定
維
持
の
た
め
に
も
転
作

面
積
の
達
成
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
最
近
の
津
南
町
経
済
を
考
え
る
と
収
入

確
保
は
必
須
条
件
に
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

町
長
　「
明
日
か
ら
米
価
が
下
が
る
か
ら
保

障
し
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
簡
単
な
も
の
で

は
な
い
。
全
国
的
な
米
余
り
の
中
、
そ
の
辺

を
考
え
た
国
策
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
。

問
　
か
と
い
っ
て
町
が
何
も
し
な
い
と
い
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

町
長
　
農
家
の
戸
別
所
得
補
償
を
町
単
独
で

や
れ
と
い
う
こ
と
か
。

問
　
そ
う
で
は
な
い
、
津
南
町
に
と
っ
て
米

の
収
入
は
町
全
体
の
も
の
、
収
入
減
は
地
域

経
済
が
危
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

町
長
　
あ
た
か
も
明
日
、
町
が
崩
壊
の
ご
と

き
に
聞
こ
え
る
。
大
き
な
観
点
は
、
国
・
県

政
に
頼
む
べ
き
部
分
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
米

価
が
下
が
る
の
か
、
秋
に
な
ら
な
い
と
わ
か

ら
な
い
。
米
価
が
下
が
る
こ
と
を
前
提
で
考

え
る
時
期
で
は
な
い
。

問
　
下
落
は
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

町
民
の
あ
た
り
前
の
生
活
、
夢
の
あ
る
政
策
、

こ
れ
を
更
に
お
願
い
し
た
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。

町
長
　
町
政
を
と
も
ど
も
築
い
て
い
た
だ
き

た
い
、
ま
た
ご
支
援
賜
り
た
い
と
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
こ
の
10
年
間
で
津
南
病
院
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
そ
の
要
因
は
国
の
医
療
費
抑
制
政

策
に
あ
り
、
公
的
病
院
を
対
象
に
縮
小
再
編

を
進
め
、
病
院
を
減
ら
す
、
ベ
ッ
ド
を
減
ら

す
と
い
う
医
療
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き

た
こ
と
に
あ
る
。
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
や

地
方
交
付
税
の
引
き
下
げ
で
全
国
の
自
治
体

病
院
が
経
営
悪
化
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
改

革
の
中
で
も
町
立
病
院
を
維
持
・
存
続
し
て

き
た
努
力
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
も
津
南
病

院
を
住
民
、
病
院
職
員
、
行
政
も
一
丸
と
な
っ

て
守
る
べ
き
と
思
う
が
、
今
後
の
展
望
を
ど

う
お
考
え
か
伺
う
。

町
長
　
医
療
制
度
の
改
変
等
に
よ
り
今
日
の

医
療
現
場
の
姿
が
あ
る
の
は
ご
指
摘
の
と
お

り
だ
。
医
師
不
足
等
に
よ
り
、
と
り
わ
け
過

疎
地
域
の
病
院
は
維
持
・
存
続
が
危
機
的
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
加
え
て
診
療
報
酬
の

見
直
し
も
過
去
10
年
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
い
う

こ
と
か
ら
、
病
院
経
営
は
極
め
て
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
地
域
医
療
の
崩
壊
は
、
地
域
そ

の
も
の
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
私

は
町
立
病
院
が
町
民
の
命
の
安
全
、
安
心
を

な
ん
と
し
て
も
守
り
続
け
る
と
い
う
基
本
的

な
立
場
を
堅
持
し
、
強
い
信
念
の
も
と
に
一

貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
病
院
の
目
標
は

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
認
知
症
を
予

防
し
、
健
康
長
寿
を
伸
ば
す
こ
と
」
ま
た
健

康
長
寿
日
本
一
を
め
ざ
す
町
民
ぐ
る
み
の
健

康
づ
く
り
宣
言
を
行
い
、
町
民
、
病
院
、
行

政
一
体
と
な
っ
て
、
す
こ
や
か
に
育
ち
、
元

気
で
達
者
な
町
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
る
。
今
後
一
番
継
続
し
て
ほ
し
い
の

は
、
津
南
病
院
で
あ
る
。
そ
し
て
、
町
民
の

健
康
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
　
信
濃
川
発
電
所
を
含
め
た
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
は
町
財
政
を
支
え
て
い
る
。

現
制
度
は
今
年
で
終
了
す
る
。
そ
の
後
は
ど

う
な
る
か
。
ま
た
、
今
年
度
が
水
利
権
の
更

新
年
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

町
長
　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
現
政

権
下
で
の
事
業
仕
分
け
で
あ
っ
た
が
、
水
力

発
電
に
つ
い
て
は
削
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
国
に
対
し
て
は
今
後
も
一
層
の
要
望

を
し
て
い
く
。
水
利
権
更
新
に
つ
い
て
は
、

今
年
12
月
31
日
が
期
限
で
あ
る
。
東
電
と
は

長
い
付
き
合
い
で
あ
り
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
の
も
と
維
持
流
量
を
提
言
し
、
水
利
権
の

更
新
に
あ
た
る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
は
４
月
か
ら
長
野
支
社
と

新
潟
支
社
と
県
境
で
管
轄
が
変
わ
る
と
い
う

が
問
題
は
な
い
の
か
伺
う
。

町
長
　
十
日
町
駅
よ
り
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
問
題
点
は
解
決
し
て
い
く
。

問
　
津
南
駅
に
待
機
線
設
置
を
要
望
し
て
い

る
が
見
通
し
を
伺
う
。

町
長
　
今
す
ぐ
に
と
は
い
か
な
い
が
、
十
日

町
と
森
宮
野
原
間
に
列
車
の
す
れ
違
い
が
で

き
る
駅
と
し
て
、
ま
た
津
南
の
観
光
面
か
ら

も
引
き
込
み
が
可
能
で
あ
り
、
長
い
目
で
運

動
を
続
け
て
い
く
。

問
　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
で
世
界
の
子

ど
も
達
に
ポ
リ
オ
な
ど
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
こ

と
は
ど
う
か
。

町
長
　
環
境
教
育
面
で
は
大
切
な
こ
と
だ
。

町
内
小
売
店
等
で
は
実
施
し
て
い
る
。
町
と

し
て
は
協
力
し
て
い
く
。

流れ下る大河信濃川

問
信
濃
川
発
電
所
水
利
権

更
新
と
電
源
立
地
交
付
金
は

高
齢
者
の
強
い
不
安
を

解
消
し
て
ほ
し
い

住
民
自
治
、
国
体
自
治
の

確
保
は
民
主
主
義
の
柱

津
南
駅
の
待
機
線
設
置

に
つ
い
て

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
今
年
12
月
31
日
が
期
限

東
京
電
力
西
大
滝
ダ
ム
水
利
権
更
新
に
つ
い
て

福 

原
　
照 

男 

議
員

問

問問問問

問問 問
地
域
経
済
が
危
な
い
、

　
　
行
き
つ
い
た
米
政
策

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
転
作
面
積
の
達
成
を
お
願
い
す
る

売
れ
残
る
米
２２
年
産
米
生
産
は

大 

島
　
知 

美 

議
員

福祉施設の一層の整備充実が望まれる

問問 町
長

町
長

町
長
‥
国
県
に
強
く
要
望
す
べ
き
も
の
だ

特
養
ホ
ー
ム
施
設
整
備
は
待
っ
た
な
し
だ

大  
口
　
　
武 

議
員

問
命
と
健
康
の
核
、

一
丸
と
な
っ
て
守
る
べ
き

町
長

町
長
‥
町
立
病
院
の
継
続
が
一
番

津
南
病
院
の
今
後
の
展
望
を

藤
ノ
木
　
浩
子 

議
員

ガンバレ津南農業 ! !

町　民　の　病　院
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津南町議会だより

2010.4.20
一般質問

津南町議会だより

2010.4.20
一般質問



願
請

情
陳

見
書

意

昨年の議会報告会の様子（大井平集落）

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
の
連
続
で
、

あ
っ
と
言
う
間
の
三
年
間
で
し

た
。
一
問
一
答
方
式
の
導
入
、

議
会
報
告
会
実
施
、
全
員
協
議

会
の
法
定
化
等
、
議
会
も
活
性

化
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
議
場
音
響
の
デ
ジ

タ
ル
化
で
音
声
の
配
信
も
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

か
ら
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
議
会
に
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。
寂
し
い
欠
員

状
態
か
ら
新
た
に
四
人
の
議
員

も
加
わ
り
ま
す
。
議
会
の
議
論

が
活
発
化
し
て
政
策
提
言
の
充

実
が
図
ら
れ
、
町
勢
進
展
の
一

元
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

　
議
会
事
務
局
長
と
い
う
重
責

を
担
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
津
南
町
は
平
成
の
大

合
併
に
組
せ
ず
、
す
で
に
１
回

目
の
自
律
計
画
か
ら
５
年
が
経

過
し
、
２
回
目
の
町
づ
く
り
計

画
が
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
づ
く
り

は
も
ち
ろ
ん
住
民
が
主
人
公
の

わ
け
で
す
が
、
住
民
・
行
政
そ

し
て
議
会
が
と
も
に
力
を
合
わ

せ
て
ま
い
進
す
る
こ
と
が
重
要

か
と
思
い
ま
す
。

　
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
一
生
懸
命
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　議会報告会を次の日程のとおり町内8会場で開催いたします。

　議会報告会は今年で3回目となりました。

住民と協働の町づくりを進めるにあたり、町政の情報や議会活動の

状況を地域に出向いてご報告、ご説明し、議会活動に対するご批判

ご意見、さらには町政に対するご提言など直接お聞かせいただき、

今後の議会活動や町づくりに反映させるため、地域と共催で開催さ

せていただいております。

　特に今回は皆様から、議員定数と議会を活性化させるための具体

的なご意見、ご要望をお聞かせ願いたいと思います。

　なお、当日はこの「議会だより178号」をご持参ください。

議
会
報
告
会
開
催
の

お
知
ら
せ

村  山　 昇

平成22年「議会報告会」開催日程

◎大島知美、大口  武、滝沢茂光、津端眞一

◎伊林康男、福原照男、吉野  徹、恩田  稔

◎伊林康男、福原照男、吉野  徹、恩田  稔

◎は班長

◎草津  進、藤ノ木浩子、根津勝幸、中山  弘

◎草津  進、藤ノ木浩子、根津勝幸、中山  弘

◎大島知美、大口  武、滝沢茂光、津端眞一

開催期日 時　　間 会　　場 出　席　議　員

太田新田公民館

加用公民館

羽倉公民館

陣場下公民館

押付公民館

中深見公民館

相吉公民館

正面公民館

4月27日（火）

4月28日（水）

午後7時30分～
9時まで

（延長30分）

午後7時30分～
9時まで

（延長30分）

例） 参集範囲は正面公民館の場合、正面・上段・十二ノ木・卯ノ木・駒返り・貝坂・下船渡本村等の方々より会場へ足をお運びください。

　　
3
月
議
会
で
条
例
改
正
が
あ
っ

た
中
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
等
に
関
係
の
深
い
と
思
わ
れ

る
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
津
南
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

要
旨
　
平
成
24
年
か
ら
上
郷
中
学

　
校
が
津
南
中
学
校
に
統
合
す
る

　
こ
と
の
改
正
（
賛
成
多
数
で
可

　
決
）

◆
津
南
町
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

要
旨
　
今
ま
で
は
、
入
院
・
外
来

　
と
も
12
歳
ま
で
が
医
療
助
成
の

　
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

　
を
入
院
・
外
来
と
も
15
歳
ま
で

　
対
象
を
拡
大
し
た
。
（
全
員
賛

　
成
で
可
決
）

◆
津
南
町
特
別
職
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

要
旨
　
昨
年
、
景
気
低
迷
の
折
か

　
ら
暫
定
的
に
6
月
の
期
末
手
当

　
支
給
割
合
を
1
0
0
分
の

　
1
6
0
か
ら
1
0
0
分
の

　
1
4
0
に
減
ず
る
措
置
を
講
じ

　
た
が
、
こ
の
率
を
暫
定
措
置
で

　
は
な
く
条
例
改
正
し
た
。
（
全

　
員
賛
成
で
可
決
）

◆
津
南
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

要
旨
　
内
容
は
津
南
町
特
別
職
の

　
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
と
同
じ
。

　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
津
南
町
牧
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

要
旨
　
町
営
の
高
野
山
牧
場
に
入

　
牧
さ
せ
る
牛
1
頭
1
日
に
つ
き

　
4
0
0
円
を
6
5
0
円
に
改
正

　
す
る
も
の
。（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　　
次
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
採
択

し
た
請
願
に
つ
い
て
は
意
見
書
を

国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◆
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

採
択
の
請
願

要
旨
　
国
が
そ
の
責
任
を
認
め
た

　
B
型
C
型
肝
炎
に
感
染
し
た
患

　
者
の
方
々
に
肝
炎
対
策
基
本
法

　
な
ど
速
や
か
な
必
要
措
置
を
講

　
じ
て
実
行
に
移
す
よ
う
求
め
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安

定
雇
用
の
創
設
、
中
小
企
業
支
援

策
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
請
願

要
旨
　
今
国
内
で
大
き
な
問
題
と

　
な
っ
て
い
る
貧
困
対
策
や
不
景

　
気
の
波
を
ま
と
も
に
受
け
て
い

　
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
た

　
め
、
最
低
賃
金
法
を
抜
本
的
に

　
見
直
し
労
働
者
の
雇
用
維
持
や

　
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求

　
め
る
請
願

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
米
価
の
下
落
に
歯
止
め
を
か
け
、

再
生
産
で
き
る
米
価
の
実
現
を
求

め
る
請
願

要
旨
　
戸
別
所
得
補
償
単
価
を
も
っ

　
と
引
き
上
げ
る
こ
と
や
ミ
ニ
マ

　
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
を
削
減

　
し
米
価
の
下
落
に
歯
止
め
を
か

　
け
、
価
格
と
需
給
を
安
定
さ
せ

　
る
こ
と
を
求
め
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
農
業
農
林
整
備
事
業
（
土
地
改

良
）
予
算
の
確
保
に
関
す
る
請
願

要
旨
　
新
し
い
民
主
党
政
権
下
で

　
土
地
改
良
予
算
が
大
幅
に
削
減

　
さ
れ
、
特
に
過
疎
地
・
中
山
間

　
地
を
抱
え
て
い
る
市
町
村
は
今

　
後
の
営
農
、
集
落
の
継
続
に
不

　
安
を
抱
え
て
い
る
。
し
っ
か
り

　
予
算
確
保
す
る
よ
う
求
め
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

負
担
の
見
直
し
、
増
確
を
求
め
る

意
見
書
を
全
員
一
致
で
国
へ
提
出

し
ま
し
た
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規

模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
・

充
実
を
求
め
る
意
見
書
を
全
員
一

致
で
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

お
世
話
に

　  

な
り
ま
し
た

磯部　義栄

よ
ろ
し
く

　 

お
願
い
し
ま
す

人
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情
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見
書

意

昨年の議会報告会の様子（大井平集落）

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
の
連
続
で
、

あ
っ
と
言
う
間
の
三
年
間
で
し

た
。
一
問
一
答
方
式
の
導
入
、

議
会
報
告
会
実
施
、
全
員
協
議

会
の
法
定
化
等
、
議
会
も
活
性

化
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
議
場
音
響
の
デ
ジ

タ
ル
化
で
音
声
の
配
信
も
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

か
ら
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
議
会
に
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。
寂
し
い
欠
員

状
態
か
ら
新
た
に
四
人
の
議
員

も
加
わ
り
ま
す
。
議
会
の
議
論

が
活
発
化
し
て
政
策
提
言
の
充

実
が
図
ら
れ
、
町
勢
進
展
の
一

元
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

　
議
会
事
務
局
長
と
い
う
重
責

を
担
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
津
南
町
は
平
成
の
大

合
併
に
組
せ
ず
、
す
で
に
１
回

目
の
自
律
計
画
か
ら
５
年
が
経

過
し
、
２
回
目
の
町
づ
く
り
計

画
が
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
づ
く
り

は
も
ち
ろ
ん
住
民
が
主
人
公
の

わ
け
で
す
が
、
住
民
・
行
政
そ

し
て
議
会
が
と
も
に
力
を
合
わ

せ
て
ま
い
進
す
る
こ
と
が
重
要

か
と
思
い
ま
す
。

　
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
一
生
懸
命
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　議会報告会を次の日程のとおり町内8会場で開催いたします。

　議会報告会は今年で3回目となりました。

住民と協働の町づくりを進めるにあたり、町政の情報や議会活動の

状況を地域に出向いてご報告、ご説明し、議会活動に対するご批判

ご意見、さらには町政に対するご提言など直接お聞かせいただき、

今後の議会活動や町づくりに反映させるため、地域と共催で開催さ

せていただいております。

　特に今回は皆様から、議員定数と議会を活性化させるための具体

的なご意見、ご要望をお聞かせ願いたいと思います。

　なお、当日はこの「議会だより178号」をご持参ください。

議
会
報
告
会
開
催
の

お
知
ら
せ

村  山　 昇

平成22年「議会報告会」開催日程

◎大島知美、大口  武、滝沢茂光、津端眞一

◎伊林康男、福原照男、吉野  徹、恩田  稔

◎伊林康男、福原照男、吉野  徹、恩田  稔

◎は班長

◎草津  進、藤ノ木浩子、根津勝幸、中山  弘

◎草津  進、藤ノ木浩子、根津勝幸、中山  弘

◎大島知美、大口  武、滝沢茂光、津端眞一

開催期日 時　　間 会　　場 出　席　議　員

太田新田公民館

加用公民館

羽倉公民館

陣場下公民館

押付公民館

中深見公民館

相吉公民館

正面公民館

4月27日（火）

4月28日（水）

午後7時30分～
9時まで

（延長30分）

午後7時30分～
9時まで

（延長30分）

例） 参集範囲は正面公民館の場合、正面・上段・十二ノ木・卯ノ木・駒返り・貝坂・下船渡本村等の方々より会場へ足をお運びください。

　　
3
月
議
会
で
条
例
改
正
が
あ
っ

た
中
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
等
に
関
係
の
深
い
と
思
わ
れ

る
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
津
南
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

要
旨
　
平
成
24
年
か
ら
上
郷
中
学

　
校
が
津
南
中
学
校
に
統
合
す
る

　
こ
と
の
改
正
（
賛
成
多
数
で
可

　
決
）

◆
津
南
町
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

要
旨
　
今
ま
で
は
、
入
院
・
外
来

　
と
も
12
歳
ま
で
が
医
療
助
成
の

　
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

　
を
入
院
・
外
来
と
も
15
歳
ま
で

　
対
象
を
拡
大
し
た
。
（
全
員
賛

　
成
で
可
決
）

◆
津
南
町
特
別
職
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

要
旨
　
昨
年
、
景
気
低
迷
の
折
か

　
ら
暫
定
的
に
6
月
の
期
末
手
当

　
支
給
割
合
を
1
0
0
分
の

　
1
6
0
か
ら
1
0
0
分
の

　
1
4
0
に
減
ず
る
措
置
を
講
じ

　
た
が
、
こ
の
率
を
暫
定
措
置
で

　
は
な
く
条
例
改
正
し
た
。
（
全

　
員
賛
成
で
可
決
）

◆
津
南
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

要
旨
　
内
容
は
津
南
町
特
別
職
の

　
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
と
同
じ
。

　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
津
南
町
牧
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

要
旨
　
町
営
の
高
野
山
牧
場
に
入

　
牧
さ
せ
る
牛
1
頭
1
日
に
つ
き

　
4
0
0
円
を
6
5
0
円
に
改
正

　
す
る
も
の
。（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　　
次
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
採
択

し
た
請
願
に
つ
い
て
は
意
見
書
を

国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◆
3
5
0
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
患
者
の
救
済
に
関
す
る
意
見
書

採
択
の
請
願

要
旨
　
国
が
そ
の
責
任
を
認
め
た

　
B
型
C
型
肝
炎
に
感
染
し
た
患

　
者
の
方
々
に
肝
炎
対
策
基
本
法

　
な
ど
速
や
か
な
必
要
措
置
を
講

　
じ
て
実
行
に
移
す
よ
う
求
め
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安

定
雇
用
の
創
設
、
中
小
企
業
支
援

策
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
請
願

要
旨
　
今
国
内
で
大
き
な
問
題
と

　
な
っ
て
い
る
貧
困
対
策
や
不
景

　
気
の
波
を
ま
と
も
に
受
け
て
い

　
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
た

　
め
、
最
低
賃
金
法
を
抜
本
的
に

　
見
直
し
労
働
者
の
雇
用
維
持
や

　
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求

　
め
る
請
願

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
米
価
の
下
落
に
歯
止
め
を
か
け
、

再
生
産
で
き
る
米
価
の
実
現
を
求

め
る
請
願

要
旨
　
戸
別
所
得
補
償
単
価
を
も
っ

　
と
引
き
上
げ
る
こ
と
や
ミ
ニ
マ

　
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
を
削
減

　
し
米
価
の
下
落
に
歯
止
め
を
か

　
け
、
価
格
と
需
給
を
安
定
さ
せ

　
る
こ
と
を
求
め
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
農
業
農
林
整
備
事
業
（
土
地
改

良
）
予
算
の
確
保
に
関
す
る
請
願

要
旨
　
新
し
い
民
主
党
政
権
下
で

　
土
地
改
良
予
算
が
大
幅
に
削
減

　
さ
れ
、
特
に
過
疎
地
・
中
山
間

　
地
を
抱
え
て
い
る
市
町
村
は
今

　
後
の
営
農
、
集
落
の
継
続
に
不

　
安
を
抱
え
て
い
る
。
し
っ
か
り

　
予
算
確
保
す
る
よ
う
求
め
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
意

　
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

負
担
の
見
直
し
、
増
確
を
求
め
る

意
見
書
を
全
員
一
致
で
国
へ
提
出

し
ま
し
た
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規

模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
・

充
実
を
求
め
る
意
見
書
を
全
員
一

致
で
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。

お
世
話
に

　  

な
り
ま
し
た

磯部　義栄

よ
ろ
し
く

　 

お
願
い
し
ま
す

人
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ありがとう、そしてさようなら…
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議会だより

電子メール  info@town.tsunan.niigata.jp

　
今
年
も
大
河
信
濃
川
に
鮭
の
稚

魚
が
、保
育
園
児
か
ら
小
学
・
中
学

生
・
漁
業
関
係
者
の
手
に
よ
っ
て

数
百
万
匹
が
放
流
さ
れ
た
と
聞
く
。

三
年
後
に
ど
れ
だ
け
の
遡
上
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
流
域
住
民
と
し
て

水
量
は
も
と
よ
り
、
水
質
が
問
題

と
な
る
。
信
濃
川
上
流
部
千
曲
川

に
お
い
て
、水
質
異
状
事
故（
農
薬

や
油
の
漏
出
）
に
よ
る
浄
水
場
取

水
停
止
が
昨
年
数
回
あ
っ
た
よ
う

だ
。
一
人
一
人
の
環
境
を
守
る
と

い
う
意
識
が
あ
っ
て
こ
そ
素
晴
ら

し
い
自
然
を
活
か
し
、
育
て
る
こ

と
が
出
来
る
も
の
。

　
子
育
て
は「
い
ち
家
族
」の
責
任

と
片
付
け
な
い
で
地
域
で
あ
た
た

か
く
見
守
り
、
励
ま
し
あ
い
育
て

て
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
親
の

手
を
離
さ
ず
泣
い
て
い
る
園
児
・

重
た
そ
う
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
小
学
一
年
生
。
春
爛
漫
の
光
景

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　（
福
）

三箇小学校PTA会長

樋口　禎弘さん

三箇小学校閉校に思う
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1310 ～一般質問

　平成22年3月25日三箇小学校最後
の卒業式が行われ、5人の卒業生が三
箇小学校を巣立っていきました。雨の
振る中、大勢の三箇地域の方がお祝い
と、最後の卒業式を自分の目に焼き付
けようという思いでご参加ください
ました。
　120年間三箇地域を見つめ、地域と
共に歩んできた三箇小学校。平日、小
学校に行けば当然のように聞こえた
子供たちの元気な声や、笑い声。チャ
イムの音は4月からは聞こえません。きっ
と寂しく思えるでしょう。しかし、今
回のことは子供たちのことを考え、地
域で出した結論です。子供たちには一
日でも早く学校に慣れ、津南小学校の
大勢の同級生の中で、じぶんらしさを

発揮して欲しいと思います。
　数年後の三箇地域はどうなってい
るのかわかりません。しかし、学校が閉
校したから地域が衰退した、過疎化が
進んだと自分たちで感じないためにも、
今こそ地域を新たに考える時のよう
な気がします。子供たちから三箇が大
好きと言ってもらえるように、私も微
力ながら行動したいと思っています。
　最後の新潟県リコーダーコンテス
トで金賞を獲得し、全日本リコーダー
コンテストは、念願の金賞には届きま
せんでしたが、銀賞を獲得できました。
　今年一年、子供たちに本当にたくさ
んの感動をもらいました。ありがとう。
　そして今までありがとう
　　　　　　　　　　三箇小学校。

津南原小学校PTA会長

藤  木　 勉さん

　閉校と決まり、何かやるせない気持
ちもあったが、子供たちのこれからの
ことを考えると仕方ないことだと思っ
た。新学期になり、入学式、ＰＴＡ行事
等始まったが行事を滞りなく終わら
せて行くだけだった。子供たちも今ま
でどおり普通に感じられた。どの行事
も「最後の・・・」が付いていたが、実感
はなかった。閉校式典はインフルエン
ザで子供たちがいなくて寂しかった。
卒業式祝辞は最後とか閉校はあえて
言わなかった。言うと自分が泣いてし
まうような気がした。離任式ではほと
んどの子供たちが涙を流し、周りの人
も目頭を熱くしていた。子供たちも先
生方の挨拶で本当に最後の別れの時
を感じ取ったのだろう。
　3月31日津南原小学校最後の日で

ある。長い歴史を閉じる最後の日でも
ある、午後4時過ぎ誰が声を掛けた分
けでもないのに在校生、中学生、高校生、
保護者そして地域の方が集まってき
ました。教職員の皆さんに「長い間あ
りがとうございました」と自然に声を
掛けていました。学校に対しても皆さ
ん本当になんとも言い難く心の中で「あ
りがとう、さようなら・・・」と言ってい
るように思えた。玄関も閉められ皆さ
ん帰る後姿はなんとなく悲しそうで
した。
　学校は地域の方々にとって、子供と
触れ合える唯一の場所であることを
つくづく感じさせられた。
　ありがとう！津南原小たくさんの
　　思い出や歴史を刻んでくれて・・・
　　　さようなら津南原小学校。

三箇小学校

津南原小学校
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